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────────────────────────── 

午 前 10 時 ０ 分 開 議 

○議長（石川 弘君） これより会議を開きます。 

 出席議員は47名、会議は成立いたしております。 

────────────────────────── 

 日程第１ 会議録署名人選任の件 

○議長（石川 弘君） 日程第１、会議録署名人選任の件を議題といたします。 

 私より指名いたします。７番・黒澤和泉議員、８番・野島友介議員の両議員にお願いいたし

ます。 

────────────────────────── 

 日程第２ 市政に関する一般質問 

○議長（石川 弘君） 日程第２、市政に関する一般質問を行います。 

 通告順に従い、お願いいたします。８番・野島友介議員。 

〔８番・野島友介君 登壇、拍手〕 

○８番（野島友介君） 皆さん、おはようございます。日本共産党千葉市議会議員団の野島友

介でございます。本日は、傍聴の皆様もたくさん来ていただいて、ありがとうございます。 

 通告に従いまして、一般質問を行います。 

 まず、市民緑地についてでございます。 

 市民緑地とは、都市緑地法に基づき自治体が土地所有者と市民緑地契約を締結して土地を借

り、緑地として市民利用に供する制度です。千葉市では、さらに土地所有者と維持管理団体と

市の３者で協定を結び、維持管理団体による管理運営を行っております。 

 本市では、令和５年10月１日現在、市内に17か所、約18.5ヘクタールの市民緑地を設置して

おります。そのうちの１つである千葉市中央区川戸町の市民緑地、川戸の森が今年５月末で一
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部廃止となってしまいました。 

 川戸の森、約１万4,000平方メートルは、大網街道沿いの住宅地の一角にありまして、今年

２月、このうち１万3,000平方メートルを持つ地権者が５月限りで、市への土地提供契約の解

除を申し出たとのことです。まずは、これまで手間がかかる森の管理を行っていた地域の方や

土地を提供してくれた地権者に感謝を申し上げます。６月以降は、別の人が所有する残り

1,200平方メートルで緑地を存続しておりますが、地元からは、廃止と変わらない、都市部の

貴重な緑が突然失われたといった声も上がっております。 

 第２回の定例会におきまして他の議員からも質疑がなされていたところではございますが、

８月の樹木伐採を前に、私のもとにも相談がございましたので、改めて質問をさせていただき

ます。 

 そこで、６点伺います。 

 １つ目に、市民の森と市民緑地の違いは何か。 

 ２つ目に、市民緑地契約制度とはどのようなものなのか。 

 ３つ目に、川戸の森が一部廃止になってしまった経緯、これをお示しください。 

 ４つ目に、近隣住民への説明はどのような形で行ったのか。 

 ５つ目に、川戸の森に生息していた貴重な動植物の調査はどのような経緯で行われたのか。 

 ６つ目に、開発に伴う樹木伐採による土砂の流出を心配している近隣住民の方もいらっしゃ

いますが、当局のお考えをお示しください。 

 次に、公園の整備について質問いたします。 

 感染症の影響により、市民の皆様の文化活動やレジャーの機会は減少しまして、健康維持や

気分転換のために近所の公園を利用する方が多くなっているように感じております。 

 千葉市には、公園緑地等が1,298か所あります。面積や目的によって種別が決められ、街区

内の住居者が容易に利用できる身近な街区公園から、花島公園、昭和の森のように大規模な総

合公園まで多種多様でございます。 

 面積は、全体で898万平方メートルを越えております。この公園は、地域住民が散歩をした

り、遊んだり、休息をしたりして利用しております。公園を利用中にトイレに行きたくなった

際、トイレがないと急いで自宅に帰ったり、コンビニのトイレを借りたりしている人が少なか

らずおります。高齢者は排泄の間隔が短くなるため、歩いているときに急にトイレに行きたく

なり、公園のトイレに駆け込むというようなことがあるというようなお話も聞きます。 

 公園の利用者だけでなく、公園にトイレがあることで市民が安心して暮らせることにつなが

っていると思います。ここ数か月の間、年齢、性別を問わず、多くの方から公園の整備や活用

方法について御意見をいただきました。今回、質問で取り上げるに当たり、地域住民の方と分

担しまして、中央区内の225か所の公園、これを実踏調査いたしました。 

 公園を利用中の方から直接話を聞いたり、写真撮影したりというようなことをいたしました。

主な調査内容は、ベンチの老朽化、草刈りの状況、遊具の安全確認、水場、トイレの有無と洋

式化の状況などでございます。先日、まとめた調査結果を中央・美浜公園緑地事務所に届けた

ところでございます。 

 今回は、この辺りを踏まえまして、既存公園の改修の考え方と管理、活用の方法について質

問いたします。 

 調査した公園を何か所か、写真で紹介したいと思います。 
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 １つ目が、長洲２丁目公園、これもベンチがかなり古くなっている。 

 次が、天神台公園、これもベンチ、こちらが矢作第３公園のベンチの老朽化。そして、末広

１丁目公園、これはベンチのくぎが抜けているというような状況でございます。 

 次が、寒川３丁目、やはりベンチのくぎが抜けているというような状況。 

 次が、不寝見川公園、これもやはりベンチの木が朽ちているというような状況でございます。 

 そして都北公園、西の下公園のベンチというようなことでございます。 

 次が、トイレのほうですけれども、通町公園のトイレのドアの下部が腐食してぼろぼろと、

ガムテープ補強しているというような状況でございます。このトイレは電球もなく、鏡も片方

ないというような状況です。 

 続きまして、高品西第２公園の遊具、サンダーロープの木部が腐って一部逸脱していると、

かなり危険な状況です。 

 次が、山部第４公園の遊具の破損、欠けてしまって、触ってしまうと危険な状況だというよ

うなことでございます。 

 そのほかにも、細かいものを入れますと約70件近い指摘箇所がございました。 

 そこで、３点伺います。 

 お示ししたとおり、中央区におけるトイレの老朽化が進んでおり、ベンチも著しく老朽化し

ております。これらの改修の考え方についてお答えください。 

 ２つ目に、市内の遊具について、危険と判断されるものはどの程度あるのか。 

 ３つ目に、毎年、遊具の更新にどの程度の予算を確保し、どのような計画で進めているのか、

お示しください。 

 次に、介護について質問いたします。 

 全国的に介護事業所はかつてない経営危機に直面しております。昨年の老人福祉・介護事業

者の倒産件数は、全国で143件、廃業に至った事業所は495件と、いずれも過去最多を記録しま

した。 

 介護事業経営実態調査では、税引き前収支差率の全サービス平均が2.4％で、前回３年前の

同調査と並んで制度開始以来最低の水準となり、老健施設、特養の収支差率が初めてマイナス

に転じました。従来から介護報酬は低く据え置かれ続けてきましたが、新型コロナウイルス感

染症の拡大に伴う大幅な減収、昨年来の物価高騰が加わることで、事業所の困難が一層加速し

ております。安定的かつ継続的な介護サービスの提供、物価高騰への対応、処遇改善を確実に

進めていく上で、対策が必要不可欠でございます。 

 そこで、２点お伺いいたします。 

 １つ目に、昨年度、本市において老人福祉・介護事業者の倒産はあったのか。また、あった

場合は、その件数をお示しください。 

 ２つ目に、本市では、今年度、原油価格、物価高騰に直面している市内の高齢・障害事業者

に対しどのような支援を行っているのか。また、行っているようであれば、その申請件数はど

れぐらいであったか、お示しください。 

 千葉市の介護保険事業計画は、支えあいがやすらぎを生む、あたたかなまちへを基本理念に

掲げ、千葉市の地域包括ケアシステムの構築、強化に段階的に取り組み、健康寿命の延伸と介

護保険制度の持続可能性の確保に向け、介護予防の普及啓発となっております。 

 ところが、2020年に発生した新型コロナ感染症は、感染拡大を繰り返しながら３年が経過し
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まして、その間に高齢者の日常は、外出自粛が続き、比較的外出できていた高齢者が自宅に閉

じこもることで、活動量の低下が危惧されております。 

 現に、ケアマネからは、フレイルに陥る高齢者がこれ以上重症化しないようにケアプランの

見直しが必要という方も少なくないと言われております。2024年度からの第９期介護保険事業

計画策定に向けては、感染拡大の影響を受けてきた高齢者や事業所の状況を踏まえた検討が必

要と考えます。比較的軽度の方が訪問や通所サービスを利用しながら重度化しないように生活

できることは、御本人、支える家族にとっても重要なことでございます。 

 第６期介護保険事業計画から始まった介護予防・日常生活支援総合事業、以下、総合事業と

言います。この総合事業によって、要支援１、２の方の訪問サービス、通所サービスをこれま

での介護給付から外し、市町村が行う総合事業に移行されることになりました。サービスの人

員基準や報酬は市町村が独自に決めることになり、千葉市では、2017年４月から始まり、介護

予防・生活支援サービス事業と一般介護予防事業とで構成されております。 

 総合事業が開始されて６年が経過いたします。総合事業の中の訪問サービスのうち、生活援

助型訪問サービスについて、３点お聞きいたします。 

 １つ目に、生活援助型訪問サービスとは、どのようなことが行える事業所か。 

 ２つ目に、市内の指定事業者の数はどれくらいか。 

 ３つ目に、直近５年間の月平均利用者数は年度ごとでどれくらいか、お示しください。 

 次に、介護保険料についてです。 

 介護保険料基準額の平均額は、制度開始時3,000円から上昇を続け、第８期は5,400円となっ

ております。 

 年金の減額や医療費負担が増大する中、高齢者の介護保険料負担は限界に来ております。こ

のままでは、介護給付費の増大に見合った介護保険料の設定が困難になる事態を招くことにな

りかねません。介護保険料の上昇を抑えるため、これまでのやり方で給付の削減や利用者負担

の引き上げの見直しを繰り返していけば、必要なときに必要な介護サービスを受けられない事

態が深刻化することにならないか、大変危惧しております。 

 そこで伺います。 

 次期計画における介護保険料の基準額の算定方法についてお聞かせください。 

 次に、介護サービス利用者負担についてです。 

 介護保険制度は、事業者が受け取る報酬の１割から３割を利用者が負担することになります。

この間、物価高騰の影響も受け、経済的に厳しい高齢者は、ケアプランで介護サービスが必要

と判断があっても、利用料負担が重いことからサービスを抑制する、利用を諦めるということ

が実際に起きております。 

 そこで伺います。 

 千葉市の利用者負担に対する減免制度はどのようなものがあるのか、お示しください。 

 以上で、１回目の質問は終わります。御答弁よろしくお願いいたします。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 答弁願います。都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 初めに、市民緑地についてのうち、所管についてお答えいたしま

す。 

 まず、市民の森と市民緑地の違いについてでございますが、両制度は、いずれも民有地のま

ま、市民利用に供することを前提といたしまして、緑地の保全を図る制度でありますが、市民
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の森は、昭和51年に本市独自の要綱で定めた制度であり、本市と使用貸借契約を締結いたしま

した土地所有者に対しまして奨励金を交付いたしております。 

 また、市民緑地は、平成７年に制定されました都市緑地法に基づく全国的な制度でございま

して、本市と市民緑地契約を締結した土地に対しまして、固定資産税や相続税につきまして制

上の軽減措置が適用されることになります。 

 次に、市民緑地契約制度とはどのようなものかとのことでございますが、市民緑地法（後に

「都市緑地法」と訂正）で定められた市民緑地契約制度は、土地所有者の申し出に基づき、地

方公共団体などが土地所有者と市民緑地契約を締結いたし、住民の利用に供する緑地を設置し、

管理する制度でございます。 

 本市では、質問にもございましたが、市と土地所有者に加えまして、さらに市民の皆様など

で構成されます管理団体との３者で協定を締結いたし、日常的に維持管理作業を行っていただ

くことで、緑地への愛着を深めつつ良好な環境の維持に努めているところでございます。 

 次に、川戸の森が一部廃止となった経緯についてでございますが、本年２月28日に土地所有

者の方から緑地の一部について、土地返還の申し出がございまして、相続というやむを得ない

事由でありますことから、一部を廃止することとしたものでございます。 

 廃止に当たりましては、当該緑地の維持管理団体などへの関係者への説明を行った後、廃止

通知などを所定の手続を経まして、５月31日付で公告したものでございます。 

 次に、近隣住民への説明についてでございますが、市民緑地の一部が廃止となることにつき

まして、本年３月中旬から下旬にかけて近隣自治会や保育所へ電話や訪問により説明を行った

後、４月下旬に自治会へ回覧資料を配布いたしますとともに、現地に廃止のお知らせを掲出し

たほか、近隣の小中学校などへの説明を実施いたしました。 

 次に、開発許可に伴います樹木伐採による土砂流出についてでございますが、開発の許可に

当たりましては、排水施設が開発区域内の雨水等を有効に排出するとともに、その排出により

まして開発区域及び開発区域周辺の地域に溢水等による被害が生じないような構造及び能力で

適当に配置されるよう設計が定められていることを審査の上、許可いたしております。 

 次に、公園整備についてお答えいたします。 

 まず、中央区における老朽化したトイレやベンチの改修の考え方についてでございますが、

身近なトイレにつきましては、昨年度から、より積極的に便器の洋式化に取り組んでいるとこ

ろでございまして、中央区では、今年度、山部第３公園など16公園にて実施することといたし

ております。また、昨年度に実施いたしましたトイレに関する健全度調査の結果を踏まえ、現

在、既存トイレの改修等の方向性を示す公園トイレ快適化計画の策定に取り組んでいるところ

でございます。 

 ベンチにつきましては、本市職員によります年３回の施設点検等の結果に基づき、老朽化の

著しいものから順次交換を行っております。 

 次に、危険と判断いたした遊具についてでございますが、遊具の安全点検は、本市職員が年

３回実施いたしており、直近の７月の点検時点では、市内の公園緑地における遊具約4,400基

のうち、使用禁止としている遊具は68基あり、順次、修繕等の対応を進めているところでござ

います。 

 最後に、遊具の更新予算と計画についてでございますが、遊具の交換につきましては、平成

30年度に見直しを行いました公園施設長寿命化計画に基づきまして、設置からの経過年数や老
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朽化の状況、さらには定期的な点検結果を考慮の上、進めており、令和３年度から５年度の３

年間での予算額は、平均で約１億1,000万円となっております。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） 市民緑地のうち、所管についてお答えをいたします。 

 動植物の調査についてですが、開発行為に伴う事前の協議の際に植物と鳥類の生息、生育状

況を把握することを目的として、開発事業者が調査会社に委託し、実施したものになります。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 保健福祉局長。 

○保健福祉局長（今泉雅子君） 介護についてお答えします。 

 まず、昨年度の介護事業所の倒産件数についてですが、昨年度、倒産を理由とする事業廃止

の届け出はありませんでしたが、赤字経営、経営困難による廃止の届け出は15件ありました。 

 次に、原油価格、物価高騰に対する今年度の支援内容と申請件数ですが、訪問サービスを行

う高齢、障害の事業所等に対し、光熱費、燃料費等の負担増に対する支援金を給付しており、

申請件数は989件です。なお、入所施設、通所事業所に対しては、千葉県が実施しております。 

 次に、総合事業の生活援助型訪問サービス事業所についてですが、この事業所は訪問介護員

が要支援１、２の方に対し、身体介護を伴わない調理、掃除などの生活援助サービスを提供す

る事業所です。 

 次に、市内の生活援助型訪問サービスの指定事業所数についてですが、本年４月１日現在で、

178事業所です。 

 次に、直近５年間の月平均利用者数についてですが、平成30年度は1,873人、令和元年度は

1,879人、２年度は1,753人、３年度は1,722人、４年度は1,640人です。 

 次に、介護保険料の基準額の算定方法についてですが、高齢者人口や要支援・要介護認定者

数などの推計値をもとに、次期計画期間である来年度から令和８年度までの３年間における保

険給付費等を推計し、このうち65歳以上の第１号被保険者の保険料で賄うべき保険料の総額を

算出します。この金額と収納率や被保険者数などを勘案して算定いたします。 

 最後に、利用者負担に対する減免制度についてですが、１か月の介護サービス自己負担額が

所得に応じて算定されている一定の上限額を超えた場合、その超えた分が高額介護サービス費

等として支給されます。 

 また、特別養護老人ホームなどの施設入所者については、市民税の課税状況や所得に応じて、

居住費と食費の自己負担が軽減されます。このほか、一部の社会福祉法人において、利用者負

担低減対策として、市民税非課税または生活保護受給世帯に対し、居住費や食費などの自己負

担を軽減する制度がございます。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 先ほど、市民緑地制度についての答弁の中で、「都市緑地法」と

答弁すべきところを「市民緑地法」という形で答弁してしまいました。大変申しわけありませ

んでした。おわびして訂正させていただきます。 

○議長（石川 弘君） 野島友介議員。 

○８番（野島友介君） 丁寧な御答弁、ありがとうございました。２回目も質問を行います。 
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 まず、市民緑地についてです。 

 答弁にて、市民緑地契約制度は、都市緑地法に定められた緑の保全を目的とする取組で、行

政が民有地を借り受け、地域住民や団体などが管理して、提供者は管理負担軽減とともに、そ

の土地の固定資産税や相続税について税制上の軽減措置が適用されるとのことでございました。 

 川戸の森は、2016年に市民緑地となる際、地権者側は、2036年までの20年契約を市と結んで

いました。ただ、答弁にあったように、やむを得ない事由があれば長期契約も解除できるとの

ことで、結果、一部廃止となってしまいました。川戸の森には、たくさんの樹木が植わり、フ

クロウやハクセキレイなどの野鳥なども数多くおりました。森の中には斜面などもあり、近く

の川戸保育所の園児が走り回るには最適のコースになっておりました。園の保育士は、アスフ

ァルトじゃないので転んでも怪我が少ないと、廃止を惜しんでおられます。 

 答弁では、３月中旬から住民へ説明をしたとありましたが、住民からは、市に早く知らせて

ほしかった。告知は張り紙だけだったと、不満の声も上がっていたと聞いております。 

 そこで、２点お伺いいたします。 

 １つ目に、法令上の瑕疵はないとはいえ、市はもう少し丁寧に住民に説明するべきではなか

ったでしょうか。 

 ２つ目に、今回のように相続が理由で、地権者が不動産を手放す事例は少なくありません。

市が前もってリスクを想定し、森の買い取りなど、対応策を検討しておく必要があるのではな

いでしょうか。お考えをお示しください。 

 次に、公園整備についてです。 

 市内の公園の中には十分に活用されていないと感じるものもあり、市民から、もっと利用し

やすいものにしてほしいとの声も多数寄せられております。先ほどの公園調査での市民の主な

意見や要望を受けまして、この結果から考えられる利用される公園の特徴は、全体として、樹

木、緑が豊富で、日陰になる休憩できる空間があり、数種の遊具、トイレ等の施設整備が充実

している公園。開園から一定程度経過していても、遊具や植栽が手入れされており、清掃状態

も良好な公園という印象でございます。 

 例えば、ベンチ１個でも木陰があり、風通しがよく気持ちがいい公園であれば、人は利用し

ます。逆に、利用されていない公園の特徴は、一言で表現すると居心地の悪い公園です。30年

以上の年数が経過している公園に多い特徴としまして、砂場、滑り台、ブランコのいわゆる３

点セットはあるものの、トイレ等の休憩施設がなく、日陰になる場所もない公園。公園内や周

辺の木が生い茂って、全体として暗くなっている公園。また、地域内の世代交代により遊具が

活用されず、整備も後回しになっている、このような公園だと思います。 

 活用される公園へと改善、整備することは、子供たちがのびのびと遊び、育ち、高齢者をは

じめ、全ての市民が安心・安全に、そして健康に過ごせる環境づくり、防災などの観点からも

重要な事業であると思います。 

 この広大な敷地面積の公園、これを維持管理するには、かなりの費用が必要なのは当然です。

この間、私ども会派は予算の増額、これを一貫して求めてきました。 

 そこで伺います。 

 ここ10年で、どのくらい予算が増えているのか。また、今後は予算をさらに増額すべきと考

えるが、見解を伺います。 

 次に、介護についてです。 
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 まず、総合事業についてです。 

 生活援助型訪問サービス、これの利用者はコロナ前の平成30年度の月平均利用者数1,873人、

令和３年度は1,722人、昨年度は1,640人と、利用が伸びておりません。 

 幾つかの事業者にお話を伺いました。生活援助型訪問サービスの利用が市全体で増えないの

はなぜかと伺いますと、新規の利用があっても受けられないと回答した事業者が約７割を超え

ておりました。困っていることはと聞くと、サービスの担い手として期待していた高齢者日常

生活支援研修修了者や介護職員が集まらない。もう報酬が低いので、生活援助型は撤退するつ

もりだと、こういうようなことも話されております。 

 先日、相談を受けました要支援２の方は、今まで月２回の生活援助型の訪問サービスを受け

ていましたが、事業者から、このままでは採算が取れないので、月４回に増やすか、ほかの事

業所を探してくれと言われたといいます。ケアマネに相談しているが、次がなかなか決まらな

いというようなお話をされていました。生活を支援する必要があり、高齢者のケアプラン計画

を立てても、受けてくれる事業者がない。これは深刻な状況であります。 

 そこで、２点お伺いいたします。 

 １つ目に、次期計画に向けて早急に事業所の実情を把握すべきと考えるがどうか。 

 ２つ目に、介護人材不足解消の方策の１つとして報酬単価の見直し、検討すべきと考えます

が、見解をお聞きいたします。 

 次に利用料についてですが、千葉市の利用者負担に対する減免制度は、自己負担額が上限を

超えた場合や災害や生計者の入院など、特別の事情による減免のみでございます。また、社会

福祉法人が行っている低所得者への利用者負担軽減もありますが、例えば、訪問介護サービス

を見ても、240ある事業所のうち社会福祉法人は11か所だけ、約95％が営利法人等であります

から、圧倒的多くの人がこの軽減制度のない営利法人等を利用していることになります。 

 県下の自治体では、独自に利用料を軽減する対応が行われています。船橋市では、低所得で

利用が困難な人に１割の利用者負担の一部を助成し、経済的負担を軽減する制度があります。 

 そこで伺います。 

 市では、このような実態を把握していたでしょうか。 

 また、市独自のサービス利用料減免制度が必要と考えますが、お考えをお示しください。 

 最後に、介護保険料についてです。 

 65歳以上の介護保険料は、多くの方が問答無用で年金からの強制天引きでございます。今や、

高齢者の生活を脅かすほどになっています。保険料、利用料の値上げをせずに制度の充実を図

り、安心できる制度にするには、国や自治体の公費負担割合を増やすしかありません。 

 そこで伺います。 

 次期計画においても、介護給付準備基金を活用して保険料を据え置くべきと考えますが、お

考えをお示しください。 

 以上で、２回目の質問を終わります。御答弁、よろしくお願いいたします。 

○議長（石川 弘君） 答弁願います。都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） ２回目の御質問にお答えいたします。 

 市民緑地についてお答えいたします。 

 まず、もう少し丁寧に住民に説明すべきではなかったかとのことでございますが、川戸の森

の一部廃止におきましては、土地所有者からの廃止申し出の受理後、速やかに維持管理団体等
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への説明を行い、その後、近隣の３自治会、保育所及び学校等へ説明いたし、自治会の回覧用

資料の配布、現地へのお知らせ掲示と、必要な対応を進めてきたものであると考えております。 

 次に、買い取りなどの対応策に係る検討についてでございますが、本市では、これまでも

様々な制度を活用し、緑地保全に取り組んできておりますが、社会情勢の変化や本市の特性を

踏まえ、緑地の在り方や保全と活用の取組について、改めて検証していく必要があると考えて

おります。 

 今後の緑地保全の施策等を効果的、効率的に進めていくため、樹林地調査に基づきます緑地

カルテを作成する予定であり、これに基づき緑地保全方針を定め、保全に取り組んでいくとと

もに、その推進のためには、土地所有者に対する税負担の軽減や国が新たに取組として検討を

進めております緑地保全支援事業など、制度的な支援も必要と考えており、今後も適宜、国に

働きかけを行ってまいります。 

 最後に、公園整備についてお答えいたします。 

 公園の維持管理予算の状況と今後の増額についてでございますが、本市の公園における施設

修繕も含めた維持管理予算は、平成26年度に10億1,000万円でありましたところ、今年度は約

14億1,000万円を確保いたしているところでございます。今後も、安全で安心な魅力あるまち

づくりに向けまして、必要な予算の確保に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 保健福祉局長。 

○保健福祉局長（今泉雅子君） 介護についてお答えします。 

 まず、次期計画に向けての事業所の実態把握についてですが、本市では、昨年度、介護サー

ビス事業所を対象とした実態把握やサービス提供等に係る意向等のアンケート調査を実施して

おります。総合事業を含めた訪問介護事業所では、現在雇用する従業員数と理想とする人数の

差が平均してマイナス5.64人となっております。 

 次に、報酬単価の見直しについてですが、国が３年に１度行う介護報酬改定が来年度に予定

されているところであり、本市の総合事業の報酬単価につきましても、国の改定に合わせて報

酬単価の見直しを行う予定です。 

 次に、他自治体の利用料減免制度についてですが、国の減免制度に加えて独自の制度を設け

ている自治体があることは把握しております。 

 次に、本市独自の利用料減免制度についてですが、介護サービスの利用料や施設入所者の居

住費などについて、所得に応じて一定の負担限度額が定められていることや社会福祉法人によ

る減免制度があることから、本市独自の減免制度については考えておりません。 

 最後に、介護保険料を据え置くべきとのことですが、次期計画における介護保険料について

は、国の制度改正の動向等も踏まえ、計画期間中に見込まれる保険給付費等を賄うために必要

となる額を適切に設定してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 野島友介議員。 

○８番（野島友介君） 御答弁ありがとうございます。３回目は、意見と要望です。 

 市民緑地についてです。 

 都市の緑地は、潤いと安らぎを与えるだけでなく、生物の多様性の保護の観点、大気の浄化

など、地球環境レベルで守らなくてはならないものであります。今回の件は、市と地権者との
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契約で緑地の保全を目指す市民緑地でありながら、緑の維持ができませんでした。ほかの16か

所の市民緑地を守るためにも、住民も負担しながら、行政と住民、場合によっては企業と一緒

に森を守る仕組みづくりが必要だと申しておきます。 

 公園についての要望です。 

 利用される公園にするため、遊具については同じ機能の遊具であっても、幼児・中高学年に

合わせ大小のものを設置する。安全を第一に壊れかけたもの、不衛生なものは直ちに修繕する

対応をする。樹木、植栽は公園の広さに応じて可能な限り配置し、緑豊かな公園をつくる。特

にベンチなどには木陰ができるように樹木、屋根、あずまやを設置する。樹木や植栽は、生え

過ぎて暗くて物騒とマイナス効果にならないよう、適切に管理することが必要です。 

 トイレは、人の動線に応じて市内に適切な間隔に配置する。トイレがきれいだと人が集まり

ます。逆にトイレが不衛生だと治安も悪化します。周辺の住宅ににおいなどの迷惑にならない

よう、衛生、安全の管理は十分に行ってほしいと思います。 

 今後、30年以上経過した公園については、基本的に全てを調査、点検をして見直していくべ

きでございます。各公園緑地事務所の予算を増やして、こうした身近な公園の改善、整備こそ

必要と考えます。 

 最後に、介護についてです。 

 利用料減免制度についてですが、現状でも利用者負担が重くて、居宅サービスの利用を抑制

しているケースがございます。新たな独自軽減策は考えないという答弁でしたが、負担が重く

て利用を制限しているということはないのか、第９期計画に向けて利用者負担とサービス利用、

の関係、これをきちっと把握する必要があると考えております。 

 政令市では、横浜市が制度開始当初から低所得者の負担軽減策を一般財源を充てて行ってお

ります。利用者負担の軽減、これは一般財源の繰り入れができるのですから、千葉市でも軽減

制度を本気で考えていただくことを求めまして、質問を終わりたいと思います。 

 御清聴、ありがとうございました。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 野島友介議員の一般質問を終わります。 

 一般質問を続けます。２番・吉川英二議員。 

〔２番・吉川英二君 登壇、拍手〕 

○２番（吉川英二君） 皆様、おはようございます。公明党千葉市議会議員団の吉川英二でご

ざいます。 

 通告に従いまして、一般質問をさせていただきます。 

 １番目に、教育についてです。 

 １つに、特別支援学級と通常学級の交流及び共同学習について伺います。 

 従来の特別支援教育とインクルーシブ教育について確認いたしました。インクルーシブ教育

とは、2006年の国連総会で採択された障害者の権利に関する条約で示されたもので、障害のあ

る児童もない児童も、ともに教育を受けることであります。 

 これまで社会参加できなかった障害者の方が積極的に参加、貢献できる社会、すなわち共生

社会の実現を目指しています。一方、特別支援教育は、対象となる児童一人一人のニーズを把

握し、生活や学習上の困難さを軽減し、改善するための指導や支援を行う教育のことでありま

す。 

 インクルーシブ教育を構築するには、３点に基づいた特別支援教育が必要だとされています。 
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 １つに、障害者が一般的な教育制度から排除されないこと。２つに、自分が生活している地

域で初等中等教育の機会が与えられること。３つに、個人に必要な合理的配慮が提供されるこ

と。この合理的配慮とは、具体的には、教員の確保、設備の整備、個別の教育支援計画や指導

計画に対応した柔軟な教育などが挙げられます。 

 千葉市において、今年度からスタートしている第２次千葉市特別支援教育推進基本計画の理

念に、１つ、人間尊重の教育を基調とし、共生社会の形成を目指す。２つ、障害の有無に関わ

らず一人一人の教育的ニーズに応じた適切な指導と必要な支援を行い、子供が持つ可能性と能

力を高め、自立し社会参加できる教育を行うとあります。これは、第３次千葉市学校教育推進

計画の児童生徒の育成を支える教育環境の整備について、個別の支援が必要な児童生徒へのサ

ポートとして、インクルーシブ教育システムの構築と切れ目のない支援体制の構築と関連する

ものであります。 

 第２次千葉市特別支援教育推進基本計画にある交流及び共同学習とは、障害のある児童生徒

と障害のない児童生徒が学校教育の一環として活動をともにすることです。理想としては、特

別支援学級で授業を受けている時間、通常学級で授業を受けている時間と区切ることなく、児

童生徒が居心地がよい空間で自由に授業を受けられ、行き来ができる環境が望ましいと思われ

ます。 

 社会における心のバリアフリーの実現に資するものとして文部科学省も推進していますが、

交流及び共同学習は、場の共有ではなく心の交流であるべきであり、そのための環境整備が重

要であります。 

 その具体的な環境整備とは、障害がある児童生徒のペースに合わせることで授業の進行が遅

れるといった可能性がある中でも、障害について理解が進み、思いやりを持って接することが

できる。多様な人と関わることが成長につながるといった点を児童、生徒、教職員がお互いに

共有できる環境整備であります。 

 そこで伺います。 

 特別支援学級と通常学級での交流及び共同学習においては、環境整備が重要であると考えま

す。環境整備のため、特別支援教育担当の専門性を生かした相談、研修が設定されております

が、その相談や研修は、定期的に実施されて機能しているのか、また、何か課題があるのか、

現状についてお示しください。 

 教育についての２つ目に、体験学習について伺います。 

 ある教育関連の民間会社が実施した保護者向けのアンケート調査によると、体験学習の中で

も、特にリアルでの機会が必要だと考える人は９割以上でした。しかし、コロナ禍により、そ

の体験学習の機会を十分にとれていないという回答が７割以上に上っており、教育の理想と現

実の乖離が顕著となっております。 

 確かに、視覚、聴覚は、オンライン上でも体験することができますが、嗅覚、味覚、触覚は、

リアルでなければ体験できません。オンライン体験とリアル体験をうまく併用活用することが

大事だと思います。 

 本市においては、市内にある博物館、科学館、美術館、動物公園、長柄町にある千葉市少年

自然の家等が小中学校での主な体験学習先となっております。その中でも、私は加曽利貝塚博

物館について注目しております。加曽利貝塚は、日本最大級の貝塚であり、1971年に国の史跡

に指定され、2017年には、貝塚として初めて特別史跡に指定されております。 
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 この貴重な加曽利貝塚を体験学習の場として、魅力ある場所として選択していただくには、

火おこし体験以外にも、様々な魅力ある体験プログラムや学校等、団体での対応が可能な複数

の体験プログラムを設定すべきと考えます。 

 そこで伺います。 

 現在、加曽利貝塚博物館においては、週末限定で個人向けの模擬的な発掘調査体験や縄文ゲ

ーム塾の体験プログラムが設定されておりますが、学校単位において、例えば本物の発掘体験

プログラム等を複数設定し、体験学習として魅力ある場所とすべきと思いますが、本市の考え

をお示しください。 

 ２番目に、公共交通について伺います。 

 １つに、路線バスについて伺います。 

 先月、11月24日付のＮＨＫニュースにおいて、利用者の減少などによるバス路線の廃止が相

次いでおり、今年８月までの１年５か月で、全国で合わせて8,600キロ余りのバス路線が廃止

されていると報道されておりました。 

 路線廃上の理由として一番多いのは、利用者の減少によるものであります。複数の要因を挙

げるバス会社が多く、具体的に明記されたもので、最も多いのが利用者の減少で、廃止された

総距離の66％で要因とされております。２番目に多いのは、運転手不足で41％に上り、来年４

月より時間外労働の規制が強化されるいわゆる2024年問題を要因とするものでした。これは地

方だけの話ではなく、大阪府南部の富田林市などを地盤とする金剛バスが本年12月もってバス

事業から撤退し、全15路線を廃止するというニュースは、大都市圏でさえ地域の足の確保がま

まならない実態を浮き彫りにして、注目を集めました。 

 現在、本市においては、バス路線廃止に伴う代替策として、若葉区泉地域でのコミュニティ

バスの運行を実施し、緑区高津戸地区においては、デマンドタクシーの実証実験が行われてお

ります。 

 デマンドタクシーの実証実験については、ぜひとも来年度からの運行が実施され、市内の同

じような問題を抱える地域においても成功事例として活用していくことを期待しております。 

 さて、本市においては、現在、千葉中線の大幅減便実施や路線廃止予定の事態が発生してお

り、民間のバス会社においては、経営継続のため、選択と集中により路線を集約し、満足度の

高い路線をつくっていくことが生き残る道であると経営判断をせざるを得ないことから、今後、

他のバス会社の路線においても、同じような事態が発生するのではないか心配だという市民の

声を聞いております。 

 そこで伺います。 

 本市には、コミュニティバスではありますが、花見川区北部地域を走る花まわる号と若葉区

を走る若葉区コミュニティバスがあります。両コミュニティバスともに、沿線地域やバス事業

者、市など関係機関から成る運行協議会が設置されています。これらの運行協議会のように、

民間バス会社との連携を強化し、路線が大幅減便や廃上になる前に、前広な情報共有によって、

民、官、地元市民による対策協議会を早い時点で発足し、利用者促進、バス運転手確保のため

の運賃値上げや減便等、様々な対策を三位一体で取り組み、大幅減便や廃止の回避に最大限努

めるべきと考えますが、本市の考えについてお示しください。 

 公共交通についての２つ目に、公共交通の代替策として、ライドシェアについて伺います。 

 一般の人が自家用車を使って有料で乗客を送迎するライドシェアの導入について、政府が検
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討を始めております。ライドシェアは、日本では道路運送法で原則禁止されており、導入する

には、安全性の確保と利用者保護の仕組みが不可欠であります。 

 その前提に立って議論を進める必要があると考えますが、公共交通の代替策として、様々な

可能性を探るべきであり、地域の特性にマッチする可能性がある策の１つとして、検討をすべ

きと思います。 

 一方、ライドシェアを公共交通の代替手段としての選択肢にすることは、タクシー業界にと

って、ライドシェアとの競合で、運転手の雇用に影響が出かねないことなどを心配し、導入に

慎重な姿勢を崩していないのも事実であります。 

 その点で参考にしたいのが事業者協力型自家用有償旅客運送制度であります。これは、ライ

ドシェアに近いサービスで、車両の安全点検や運転手の運行管理をタクシー会社が担い、一般

の人が有料で客を運ぶものです。2020年の法改正で創設され、最初に導入された富山県朝日町

のサービス、ノッカルあさひまちでは、乗客と運転手、タクシー会社にとって、三方よしの取

組と評価されております。 

 誰もが安心し利用できる交通サービスにするためには、どのような制度設計が必要か、丁寧

な議論を進めるべきだと思いますが、国の動向を注視しながら、本市としても選択肢の１つと

して検討する必要があると考えます。 

 そこで伺います。 

 現在、本市においては、先ほどの緑区高津戸地区でのデマンドタクシー実証実験が行われて

おりますが、公共交通の代替策の１つとして、今後、ライドシェアの併用も検討すべきと考え

ますが、本市の考え方をお示しください。 

 ３番目に、イノシシ対策について伺います。 

 有害鳥獣対策の中でも、今回は、イノシシ対策について伺います。 

 本年10月25日未明、千葉市中央区の住宅街にイノシシが出没しました。ＪＲ千葉駅、千葉み

なと駅周辺地域において目撃情報があり、午前９時過ぎ、警察などにより捕獲されましたが、

目撃した男性１名と捕獲に当たった警察官２名がイノシシにかまれ、怪我をしております。今

までは、千葉市東側の緑区や若葉区での山間や住宅地での目撃情報がほとんどでしたが、今回

のように中央区の市街地に出没し、怪我人が発生したことは、非常に懸念するところでありま

す。 

 そもそもイノシシについては、1980年代中期以降、県外から数回にわたって持ち込まれ、県

南の鴨川市などに放たれたとされています。そして、その後の対策も後手に回り、イノシシに

よる被害は、県南の一部の自治体に限られていたこともあり、他の自治体に危機感は共有され

ず、足並みをそろえた対策がとられなかったことが現在の個体数の増加につながっていると見

られております。 

 本市における捕獲情報について、2017年度に捕獲されたイノシシは12頭でしたが、2022年度

は145頭と、５年で約12倍にまで増加しております。145頭の内訳は、若葉区３頭、緑区142頭

と約98％が緑区での捕獲であります。また、緑区東側だけではなく、誉田やおゆみ野付近の住

宅街での目撃情報も寄せられるようになってきており、本年10月22日には、私の自宅近くでも

あります緑区大金沢町のおゆみ野南幼稚園にてイノシシのふんが確認されており、農作物被害

だけではなく、今回の中央区のように人的被害が懸念されるところであります。 

 イノシシは、年に１回出産し、平均で四、五頭を産みます。2021年に発表された環境省自然
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環境局によるイノシシの自然増加率は、1.47と推定されており、計算上は1,000頭のイノシシ

が翌年には1,470頭、５年後には6,864頭、10年後には約４万7,000頭に増えるとなります。そ

れに対し、イノシシの捕獲を担う県内の狩猟免許所有者は、1978年度の２万656人をピークに

減少し、2020年度は３分の１の6,578人、そのうち60歳以上は62％を占めており、狩猟者の減

少と高齢化のため、イノシシの捕獲が追いついていない状況と推測されます。 

 千葉市鳥獣被害防止対策協議会において、2021年度千葉市イノシシ対策のためのアンケート

調査が実施されております。出没情報については、緑区東部、大網白里市及び市原市との市境

付近に生息情報が集中しており、被害情報については、被害が甚大化している回答が緑区上大

和田町、緑区越智町などからあり、緑区土気町、若葉区中野町付近への被害拡大が懸念されて

いるとあります。 

 ２年が経過し、イノシシの出没件数が増えていることから、想像以上に個体数が増えている

のではないかと非常に懸念されるところであります。 

 そこで伺います。 

 １つに、現在、対策の基本方針として、個体数を減らすためのわなによる捕獲、農作地に進

入させないための防護、草地の刈り払い等によるすみにくい環境管理を実施しておりますが、

イノシシ対策のためのアンケート調査等を実施し、その結果をもとに近隣市と連携したイノシ

シ対策についても検討すべきと思いますが、市の考えをお示しください。 

 ２つに、子供たちの安全を守るため、注意喚起のチラシをイラストを多くした分かりやすい

ものに刷新すべきと考えますが、本市の考えをお示しください。 

 ４番目に、防災・減災について伺います。 

 本年９月８日、千葉市をはじめ、県内多くの市町村に多大な被害を与えました。被害に遭わ

れた方には心よりお見舞い申し上げます。今年は関東大震災発生から100年の節目であり、本

市においても、市民の安全確保のため、想定内はもとより、想定外の災害についても終わりな

き、最大限の努力による防災・減災対策が必要だと思います。 

 台風13号による記録的短時間大雨の影響により、被害・対応状況等についての第10報では、

本市内で道路冠水171か所、車両被害19台との被害が報告されております。緑区においては、

村田川の周辺において、床下浸水、床上浸水が報告されており、私も被害直後の現場を確認し

ております。村田川については、２級河川のため千葉県管理となっておりますので、護岸整備

等については、今後、県との連携により早期工事完了を目指していただきたいと思います。 

 さて、今回の台風において、注目すべきは、記録的短時間大雨の影響により、今まで冠水し

たことがない箇所でも多数の冠水被害があったことです。実際、私も用水路周辺の住宅地の道

路が冠水している現場を確認しております。今まで冠水したことがないため、あわてて土のう

ステーションに行き、土のうを運ぼうとしたが、重すぎて運ぶことができなかったとの女性の

声や男性でも高齢のため、10キロ以上の土のうを運ぶことが困難で、人の手を借りなければ運

べなかったとの声を聞いております。想定外の災害に備え、防災・減災に向けた手を打つべき

と考えます。 

 そこで伺います。 

 １つに、土のうステーションの設置場所を住宅地周辺にも増やすことを検討すべきと考えま

す。当然、自治会等、地元からの要請や設置場所の協力をいただくことが前提ではありますが、

本市としての考えをお示しください。 
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 ２つに、吸水式土のうについて伺います。 

 従来の砂入り土のうが重くて運べないという声に応え、女性や年配の方でも運ぶことができ、

かつ、繰り返し利用できる吸水式土のうの活用を検討すべきと考えます。しかしながら、この

吸水式土のうは、従来の砂入りの土のうに比べると高価であり、製品として転売も可能である

ことから、そのまま土のうステーションに配備し、御自由にお持ちくださいというわけにはい

かないかと考えています。 

 そこで伺います。 

 市内には自主防災組織をつくり、活動している自治会や団体がありますので、こういった組

織が災害に対する備えとして、自ら配備できるよう、購入に対して助成することが可能なのか

どうか、お示しください。 

 以上で、１回目の質問を終了いたします。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 答弁願います。教育次長。 

○教育次長（秋幡浩明君） 教育についてお答えします。 

 まず、特別支援教育担当の専門性を生かした相談、研修の現状についてですが、本市では、

特別支援学級担任を対象とした研修などを通じて担任間の情報交換を促進し、交流及び共同学

習の実践につなげております。また、交流及び共同学習では、児童生徒の教育的ニーズの多様

化への対応が大きな課題であると認識しております。 

 そこで、特別支援教育に関して専門性の高い教員を特別支援教育エリアコーディネーターと

して配置し、特別支援学級担任の求めに応じて学校を訪問し、交流及び共同学習などについて、

助言、相談を行っております。 

 最後に、加曽利貝塚を魅力ある体験学習の場所とすることについてですが、校外学習として

は、主にボランティアによるガイドと火おこし体験を実施しており、本格的な発掘調査体験に

ついては、時間的な制約などがあるため、校外学習で行うことには課題があるものと捉えてお

ります。また、発掘調査体験や縄文ゲーム塾は、週末に家族で体験できる場として設定してお

ります。今後は、リピーターを呼び込めるような企画を立てるなど、加曽利貝塚の魅力を高め

てまいります。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 公共交通についてお答えいたします。 

 まず、民間バス会社との連携を強化し、沿線地域の市民の皆様とともに、大幅減便や廃止の

回避に取り組むことについてでございますが、人口減少、輸送需要の減少が続く中で、路線維

持のためには、事業者や地方自治体、住民の皆様など、関係者間で利用者数などの必要な運行

データ等を共有し、これに基づき効率的な運行ルートの検討やさらなる需要喚起、住民の皆様

による積極的な利用に向けた機運醸成の検討が必要であると考えており、そのために、まずは

運行データなどを保有いたします事業者と意見交換などを行うなどし、認識の共有に取り組ん

でまいります。 

 最後に、ライドシェアについての本市の見解についてでございますが、利用者の皆様の安全

性確保などについて懸念がありますほか、既存の公共交通事業者への影響などから、２種免許

取得の効率化など、タクシー事業の規制緩和についても検討が必要であり、丁寧な議論が求め

られているものと考えております。 
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 しかしながら、本市内においても公共交通不便地域における将来にわたる移動手段の確保の

観点から、コミュニティバスやデマンド型交通などとともに、ライドシェアの導入も選択肢の

１つとなり得るものとも考えており、国において検討が行われていることを承知しております

ので、早々に一定の方向を打ち出してもらいたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） イノシシ対策についてのうち、所管についてお答えします。 

 アンケート調査結果をもとにした近隣市と連携した対策についてですが、野生鳥獣による農

作物被害について、農業者向けのアンケート調査を毎年実施しておりまして、近隣市に接する

緑区東部でイノシシの流入が見られ、被害が多いことが分かっております。このような情報を

各市と共有しつつ、市境付近での捕獲を強化するため、現在、本市や近隣市による捕獲のほか、

千葉県による捕獲も並行して実施しているところでございます。 

 今後も、本市単独の対策を強化するだけでなく、県や近隣市と情報を共有し、広域的な対策

について協議するなど、連携した取組を進めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） イノシシ対策についてのうち、所管についてお答えをいたします。 

 注意喚起のチラシを分かりやすい内容へ刷新することについてですが、これまで、本市では、

イノシシに遭遇した場合に近づかない、落ち着いて行動する、刺激しない、絶対にえさを与え

ないなどの注意事項を記載したチラシを市ホームページなどでお知らせをしてきたところでご

ざいます。 

 本年10月に、イノシシが中央区の市街地に出没し、人への被害が発生した事案を踏まえ、特

に登下校時の子供たちへの被害も懸念されることから、より分かりやすい内容に刷新してまい

ります。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 建設局長。 

○建設局長（水間明宏君） 防災・減災についてのうち、所管についてお答えします。 

 土のうステーションの設置場所を増やすことについてですが、土のうステーションは、道路

が冠水し民地への浸水が発生した箇所や地震などで道路と橋とに段差が生じるおそれのある箇

所に設置することとしております。 

 これまで、幅員が確保できる歩道や区役所の公共用地など、通行の支障とならない75か所に

設置しておりますが、住宅地では設置場所の確保が難しく、設置数が少ない状況となっており

ます。しかしながら、近年の大雨で新たに道路冠水による浸水被害が発生していることから、

引き続き、町内自治会等と設置可能な場所や設置後の維持管理について協議、調整するなど、

増設を検討してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 危機管理監。 

○危機管理監（相楽俊洋君） 防災・減災についてのうち、所管についてお答えします。 

 吸水式土のうの購入に対する助成についてですが、本市では、地域住民が協力して防災活動

を行う共助は大変重要な取組であると捉えており、その活動を支援するため、自主防災組織資
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機材購入・賃借助成として進めているところであります。 

 本助成では、防災活動に活用される資機材ということで、吸水式土のうにつきましても対象

としていることから、積極的に制度を活用していただき、地域防災活動に生かしてもらいたい

と考えております。今後も、自主防災組織の育成強化と活動支援に努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 吉川英二議員。 

○２番（吉川英二君） 御丁寧な答弁、ありがとうございました。２回目は、質問及び所感と

要望について述べさせていただきます。 

 １番目の教育について。 

 特別支援学級と通常学級の交流及び共同学習について御答弁をいただきました。児童生徒の

教育的ニーズの多様化への対応について課題認識をされており、専門性の高い教員を特別支援

教育エリアコーディネーターとして、交流及び共同学習等について現場の担任教員の方に助言、

相談を実施しているとのことでした。 

 そこで伺います。 

 そもそも特別支援教育の個別に対応することと、インクルーシブ教育の包摂することは、あ

る意味で相反する教育の方針であるように思いますが、この２つの教育を交流及び共同学習に

おいて同時に進めていくことについて、本市の教育現場においては、どのように理解、整理し

ているのか、お示しください。 

 加曽利貝塚博物館での体験学習について御答弁をいただきました。本格的な発掘調査体験は、

時間的な制約等により、校外学習での実施は課題があるとのことでした。 

 しかし、本物に触れることは、非常に貴重な経験であると思います。例えば、日本一の恐竜

化石発掘数を誇る福井県勝山市にある恐竜博物館では、約１億2,000万年前の白亜紀前期の石

を割って化石発掘をする体験が設定されております。体験時間は60分で、もし化石を見つけた

場合は、１人１個まで持ち帰ることができます。研究対象となる貴重な化石の場合は、持ち帰

りは不可となり、博物館への登録となります。もし自分が採取した化石が歴史的にも学術的に

も価値があり、博物館に登録や展示されることになったとしたら、これはとても魅力的なこと

だと思います。 

 これと同じようなことが加曽利貝塚でも行うことはできないのかと思い、先日、加曽利貝塚

縄文遺跡公園を訪問いたしました。貝塚や居住地跡等の展示物とは別に、公園敷地内に休止中

の発掘現場と思われる数か所が柵で囲まれ、ビニールシートがかぶされておりました。 

 そこで伺います。 

 現在休止中の発掘現場や今後新たに発見される遺跡等の現場において、千葉市内の小中学校

を特別対象とし、実際の発掘調査体験及び発掘現場を見学することができないか検討すべきと

考えますが、本市の考えをお聞かせください。 

 ２番目の公共交通について。 

 民・官・市民による前広な対策協議について、及びライドシェアについて、本市の考えを御

答弁いただきました。民・官・市民による三位一体の取組について、機運醸成の検討に向け、

まずは運行データ等の情報・課題共有が必要との認識でありました。 

 民間事業者にとって社内情報を社外に出すことについては、抵抗があると考えられますが、

共通の課題解決に向け、意見交換等、連携強化による運行データ等の情報共有ができるよう、
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要望いたします。 

 ライドシェアについては、様々な懸念事項があり、丁寧な議論と国の方向性が必要ではあり

ますが、公共交通の代替案として、選択肢の１つになり得るとの御答弁をいただきました。 

 今後、ライドシェアだけではなく、様々な選択肢を排除せず、あらゆる可能性を探り、その

地域特性にマッチした代替策の実施に向けて検討していただくよう要望いたします。 

 ３番目のイノシシ対策について。 

 近隣市との連携強化及び注意喚起チラシの刷新について、前向きな御答弁をいただきました。

現在実施されている市境付近での捕獲強化の連携から、広域的な範囲での情報、捕獲の連携強

化による個体数の減少、被害の減少を期待しております。 

 また、注意喚起チラシについては、本市と同様イノシシ対策に取り組んでいる神戸市作成の

４コマ漫画によるチラシや他都市の作成物等を参考にしていただき、子供たちにも分かりやす

い注意喚起チラシの刷新を期待しております。 

 また、緊急性があり、かつ人的被害が想定される場合は、総務局と連携の上、防災無線等を

活用した注意喚起を要望いたします。 

 ４番目の防災・減災について。 

 土のうステーションの設置、吸水式土のうの購入助成について、前向きな御答弁をいただき

ました。土のうステーションについて、町内自治会等より設置要請があった際には、設置場所

や設置後の維持管理について、速やかに協議、調整を行い、増設につながるよう期待いたしま

す。 

 スライドを御覧ください。 

 吸水式土のうについて、今まで自主防災組織への設置助成対象防災用品一覧表に、土のうの

記載がありませんでしたが、吸水式土のうも助成適用となる旨、御答弁をいただきました。今

後は、この助成適用の周知に努めていただき、多くの自主防災組織の地域において、実際の防

災・減災につながるよう要望いたします。 

 以上で、２回目の質問を終了させていただきます。 

○議長（石川 弘君） 答弁願います。教育次長。 

○教育次長（秋幡浩明君） 教育についての２回目の御質問にお答えします。 

 まず、特別支援教育とインクルーシブ教育を交流及び共同学習において同時に進めることに

ついてですが、障害者の権利に関する条約に基づくインクルーシブ教育システムにおいては、

同じ場でともに学ぶことを追求するとともに、自立と社会参加を見据え、個々の教育的ニーズ

に対して的確に応える指導を提供できる仕組みの整備が重要であると認識しております。 

 これを受け、特別支援教育では、障害のある子供と障害のない子供がともに学ぶ機会である

交流及び共同学習、子供一人一人の教育的ニーズに応える多様な学びの場の整備をインクルー

シブ教育システム実現のための両輪として推進しております。 

 最後に、発掘調査体験や発掘現場を見学することについてですが、特別史跡は、現状保存が

原則であり、校外学習規模の発掘調査体験を目的とする発掘調査は、国の許可を得ることが困

難であると考えます。 

 なお、見学については、発掘作業に合わせて現在も実施しており、ホームページで周知して

おります。 

 以上でございます。 
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○議長（石川 弘君） 吉川英二議員。 

○２番（吉川英二君） 御答弁ありがとうございました。３回目ですので、所感と要望につい

て述べさせていただきます。 

 １番目の教育について。 

 １つに、特別支援教育とインクルーシブ教育を交流及び共同学習において同時に進めていく

ことについて、本市の教育現場においてはどのように理解、整理しているのか、御答弁をいた

だきました。 

 交流及び共同学習と多様な学びの整備、これは障害の有無に関わらず、子供の数だけ、様々

なニーズが考えられるわけで、現場の教員の方々は非常に苦労されていると聞いております。 

 引き続き、特別支援教育エリアコーディネーター等、専門性の高い教員からの助言や相談の

機会をさらに充実させ、現場の教員の方々が抱えている悩みや課題が解決するよう、また、

様々な成功事例や失敗事例を広く速やかに共有し、児童生徒の多様化している教育的ニーズの

対応に生かしていっていただくことを要望いたします。 

 ２つに、市内の小中学校を特別対象とし、発掘調査体験や発掘現場を見学することについて、

御答弁をいただきました。 

 特別史跡は、現状保存が原則という理由により、実際の発掘体験ができないとのことであり

ました。今後は、発掘調査現場の見学機会のさらなる充実や新しい博物館建設の際には、施設

のハード面とともに、体験プログラム等、ソフト面のブラッシュアップを図っていただき、千

葉市内の小中学生をはじめ、一般の方もリピーターとして多く訪れる魅力ある博物館になるこ

とを要望いたします。 

 以上で、私の一般質問を終了させていただきます。御清聴いただきまして、ありがとうござ

いました。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 吉川英二議員の一般質問を終わります。 

 一般質問を続けます。33番・段木和彦議員。 

〔33番・段木和彦君 登壇、拍手〕 

○33番（段木和彦君） こんにちは。立憲民主・無所属千葉市議会議員団の段木和彦でござい

ます。通告に従いまして、一般質問を行わせていただきます。 

 初めに、アントレプレナーシップ教育の推進についてから始めさせていただきます。 

 本市では、地域産業の振興施策の一環として産業人材の育成を図っており、特に次世代を担

う子供たちへのアントレプレナーシップ、起業家精神の喚起・涵養を推進するため、2021年12

月に、未来の千葉を担う子供たちのアントレプレナーシップを育成するという思いを共有した

メンバーが集い、ちばアントレプレナーシップ教育コンソーシアムが設立され、実際の経営者

を含めた社会人や学生が企画、運営に携わり、ボランティアのサポートを受けながらプロジェ

クトが進められております。 

 ただいま、アントレプレナーシップを起業家精神と申し上げましたが、さらに細分すると、

チャレンジ精神・創造性・探求心等であり、アントレプレナーシップ教育については、起業家

的資質・能力である情報収集・分析力・判断力・実行力・リーダーシップ・コミュニケーショ

ン力等を有する人材を育成する教育と理解しており、起業家や企業経営者だけに必要な特別な

ものではないと捉えております。 

 私も、令和４年第２回定例会での一般質問、労働対策についての中で、アントレプレナーシ
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ップ教育の一環である参加型イベント、夏休みお仕事感動体験ワクワクワークデーについて質

問させていただき、その内容や目的、参加された子供たちの様子などについて御答弁をいただ

き、夏休みを利用し、集中して実施する職業体験は、学びの場としても夏休みの体験としても、

子供たちにとって貴重な体験であり、本市の未来に向けても大変有意義な企画であると感じた

ところです。 

 そうしたことを踏まえ、これまで本市で取り組んでこられたアントレプレナーシップ教育や

今後教育の分野でどのように進めていくのかなどについて伺ってまいります。 

 初めに、本市におけるアントレプレナーシップ教育のこれまでの取組状況と成果について伺

います。 

 次に、里親について伺います。 

 里親制度につきましては、前回の第３回定例会において我が会派の田畑直子議員が代表質疑

で取り上げ、里親支援の現状と評価、児童相談所とフォスタリング機関との連携について伺い、

登録数や普及啓発活動、マッチングや支援体制の強化、フォスタリング機関との協働による里

親家庭への支援等について御答弁いただきました。 

 今回、さらに里親について取り上げたのは、10月14日、土曜日、千葉県教育会館において開

催された千葉県里親大会～2023みんなでつくるこどもの笑顔～に参加したことがきっかけとな

りました。千葉県が主催し、ＮＰＯ法人子ども家庭サポートセンターちば、オレンジの会が実

施団体として運営された大会でしたが、開会、主催者挨拶、行政説明に続き、基調講演が行わ

れ、休憩後のパネルディスカッションにおいて、テーマを里親家庭から巣立った若者たちの声

として、男性１名、女性２名の若者が登壇されました。 

 それぞれ、過去に心理的虐待、身体的虐待、ネグレクト等により保護され、その後、里親家

庭において養育された経緯、里親家庭では全てが順調であったわけではないが、現在の環境を

与えてくれた里親には感謝していること、それぞれが不動産関係の資格取得を目指してチャレ

ンジする、福祉の仕事をするために大学院で学んでいる、結婚もして子供にも恵まれ、保育士

さんとして仕事をしているなど、目標を持って未来を切り開いており、里親家庭で育った子供

たちのとてもよい参考事例だと感じました。 

 そうしたことからも、里親制度をさらに前に進めるべく、改めて現状について検証し、課題

を抽出した上で、今後について伺ってまいります。 

 初めに、里親登録数と里親等委託率、また、里親委託児童数の直近の３年間の推移について

お聞きいたします。 

 １回目の最後に、花見川区の諸問題についてといたしまして、園生町柏井町線の整備につい

て伺います。 

 園生町柏井町線の整備につきましては、令和３年度末に柏井高校入り口交差点から柏井小学

校前交差点の歩道整備が完了し、地元の皆様からも御好評をいただいておりますが、その延伸

となる八千代市境までの整備についても地元から多くの要望があり、令和４年第２回定例会一

般質問において質問させていただき、事業化されることを伺いました。 

 また、近々着工に向けて進められることを耳にいたしましたので、園生町柏井町線及び周辺

道路の整備について伺ってまいります。 

 初めに、現状の認識についてお示しください。 

 以上で、１回目の質問とさせていただきます。２回目以降は質問席にて行わせていただきま
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す。御答弁よろしくお願いいたします。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 答弁願います。経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） アントレプレナーシップ教育の推進についてお答えします。 

 本市におけるこれまでの取組状況と成果についてですが、ちばアントレプレナーシップ教育

コンソーシアムでの取組として、従来からの西千葉子ども起業塾に加え、昨年度から新たに、

動物公園のＰＲ動画作成や中学生が学校用の服装を自分たちで企画する株式会社ZOZOによる出

前授業など、様々なプログラムを展開しております。 

 また、実行委員会方式で運営している夏休みおしごと感動体験では、今年度、ものづくりな

どの技術系のお仕事を新たに追加するなど、コロナ禍で落ち込んだ体験数と定員の増加に努め

たところです。 

 子供たちにとって、自ら主体的に活動する貴重な体験となっており、提供したコンテンツを

通して、社会課題の発見や解決など、将来の産業人材に必要なマインドを高めることができた

ものと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 里親についてお答えします。 

 里親登録数と里親等委託率、また、里親委託児童数の直近の３年間の推移についてですが、

いずれも年度末時点でお答えいたします。 

 まず、里親登録数については、令和２年度が92組、３年度が98組、４年度が103組となって

おります。 

 次に、里親等委託率ですが、令和２年度が36.9％、３年度が38.2％、４年度が34.6％となっ

ております。また、里親委託児童数は、２年度が38人、３年度、４年度はいずれも42人となっ

ております。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 建設局長。 

○建設局長（水間明宏君） 園生町柏井町線の整備についてお答えします。 

 現状の認識についてですが、当該区間は、柏井４丁目や横戸町をはじめとした地域の皆様に

とって、最寄りの駅となる京成大和田駅へ向かう日常生活に欠かせないルートであるとともに、

柏井小学校の通学路としても利用されておりますが、歩道がなく、また、１日約１万台の交通

量があることから、安全性の向上や交通の整流化を図るため、整備の必要性があると認識して

おります。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員。 

○33番（段木和彦君） 御丁寧な御答弁をいただきまして、ありがとうございました。 

 それでは、２回目以降の質問を行わせていただきます。 

 初めに、アントレプレナーシップ教育の推進についてから伺います。 

 アントレプレナーシップ教育のこれまでの取組状況と成果について御答弁いただきましたが、

西千葉子ども起業塾につきましては、本市と千葉大学の連携により2010年に誕生し、地域の商

店や企業、経営者、金融機関ほか、様々な機関の御協力をいただきながら、実社会に近い起業

体験の仕組みを構築され、2021年12月に設立された、ちばアントレプレナーシップ教育コンソ
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ーシアム、Ｓｅｅｄｌｉｎｇｓ ｏｆ ｃｈｉｂａにつながっていることと伺っております。 

 また、夏休みおしごと感動体験ワクワクワークデーにつきましても、初めにも申しましたが、

以前、一般質問で取り上げ御答弁いただき、次世代を担う子供たちにとって貴重な体験になる

と感じたところです。 

 次に、本市におけるアントレプレナーシップ教育の今後の取組の方向性について伺います。 

○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） 本市のアントレプレナーシップ教育では、多くの子供たちに、

様々な職業やリアルな起業家の考えなどに触れてもらうことが重要と考えております。 

 今後は、子供たちのさらなる参加を促せるよう、多種多様なコンテンツの充実や学校等を通

じた活動の周知などに力を入れてまいりたいと考えております。また、コンソーシアムの認知

度向上を図り、企業や団体の加入につなげることで、アントレプレナーシップ教育の担い手の

増加にも努めてまいります。 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員。 

○33番（段木和彦君） 社会の変化に柔軟に対応し、自分の力で仕事をつくり出せる人材を育

てるためには、様々な職業や起業家の考えに触れることは、私も大事な経験であると考えてお

り、コンテンツの充実、学校等を通じた周知は重要であると思います。 

 また、現在でも様々な企業や大学に御参加いただいておりますが、正会員、サポーター、プ

レイヤーなどの参加形態があることなども、これまで同様アピールしていただき、さらにアン

トレプレナーシップ教育の担い手の増加にも努めていただきますようお願いいたします。 

 続いて、他部局との連携による取組について、また、今後どのように進めていかれるのか、

お示しください。 

○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） コンソーシアムの事業として昨年度から実施しております動

物公園との連携企画の、ＣＨＩＢＡ－ＺＯＯＴＵＢＥプロジェクトでは、小中学生が動物公園

の広報に関する課題解決に取組制作した動画をユーチューブで公開することで、園のＰＲに役

立てているところでございます。さらに、教育委員会と連携した出前授業では、起業の一連の

流れを体験し、学ぶことができるアニメーション動画の教材を中学校の授業に活用しておりま

す。 

 今後も、他部局と連携したアントレプレナーシップ教育のコンテンツ開発にも努めてまいり

ます。 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員。 

○33番（段木和彦君） 御答弁いただきました、ＣＨＩＢＡ－ＺＯＯＴＵＢＥプロジェクトに

つきましては、とても興味深い企画として注目しており、動物公園とのコラボにより、動物福

祉の観点から、どのように伝えればよいか考えながら動画作成を行い、課題発見力、創造力、

実行力を育み、課題解決を身につけるプログラムと聞いていました。このような他部局と連携

したコンテンツの開発に、今後も期待しております。 

 話は変わりますが、今年度、私の母校である千葉県立千葉商業高等学校が創立100周年を迎

え、先月11月２日、木曜日、記念式典、記念講演会、記念祝賀会が開催され、記念式典には、

御来賓として、本市からも神谷市長、鶴岡教育長にも御列席いただき、県からも熊谷知事、富

塚教育長に御列席いただきました。 
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 その際、富塚教育長の御挨拶の中で、来年度より千葉商業においてアントレプレナーシップ

教育を推進していく旨のお言葉があり、神谷市長の御挨拶でも、本市のアントレプレナーシッ

プ教育についてのお話がありました。 

 また、昨年12月に千葉商業全校生徒、先生方のほかにも、県内の大学や県、市の教育関係者

などもお招きしての課題解決による学習成果の発表会があり、私もお招きいただき拝聴いたし

ましたが、職業体験を通しての生徒さんたちのチャレンジ精神、創造性、探求心があふれ、夢

や希望に向かって邁進するエネルギーを感じさせていただきました。今月21日には、今年度の

生徒さんたちの発表があるとのことでお招きいただいているので、ぜひ伺いたいと思います。 

 このように教育の分野からもアントレプレナーシップ教育が進められていく傾向が感じられ

ますが、現在、教育委員会としてアントレプレナーシップへはどのように関わられているのか、

伺います。 

○議長（石川 弘君） 教育次長。 

○教育次長（秋幡浩明君） 夏休みおしごと感動体験や西千葉子ども起業塾などの事業を市内

小中学校に周知し、参加を促しております。また、ちばアントレプレナーシップ教育コンソー

シアムから講師を招聘し、キャリア教育の実践に向けた教職員研修を実施しております。 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員。 

○33番（段木和彦君） 本市の教育分野において、キャリア教育が進められていることは、今

定例会の代表質問において、我が会派の亀井琢磨議員が取り上げましたし、私もＰＴＡでキャ

リア教育に携わっていたこともあり、教育委員会の皆様や現場の先生方が力を入れていただい

ていることも存じており、重要な取組であることは承知しておりますが、初めにも申しました

ように、アントレプレナーシップ教育については、起業家や企業経営者だけに必要なものでは

ないと考えます。 

 文部科学省では、小中校段階からのアントレプレナーシップ教育も必要であるとして、2016

年度に起業体験推進事業の取組を開始いたしましたが、今後、本市の教育分野においてアント

レプレナーシップ教育をどのような位置づけで取り組むのか、お示しください。 

○議長（石川 弘君） 教育次長。 

○教育次長（秋幡浩明君） アントレプレナーシップ教育で育成を目指す力は、キャリア教育

で育成する基礎的・汎用的能力に通じるものがあり、キャリア教育の一環であると認識してお

ります。今後は、今年度策定を目指して進めているキャリア教育新基本方針の中で、アントレ

プレナーシップ教育の位置づけを示し、各学校に周知してまいります。 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員。 

○33番（段木和彦君） 御答弁ありがとうございました。キャリア教育新基本方針の中でアン

トレプレナーシップ教育の位置づけを示されるとの御答弁をいただきましたので、進展を期待

いたします。 

 現在の社会においては、時代の変化はスピードを増しており、その変化を捉え、新たなビジ

ネスを起こすことが求められています。また、企業内においても社内ベンチャーのように、社

内でもチャレンジできる環境づくりや新たな人材育成の形が示されています。チャンスや可能

性を見つけ、リスクを恐れず立ち向かう、未来の千葉を担う子供たちのアントレプレナーシッ

プを育成するためにも、アントレプレナーシップ教育を推進していただきますことを要望いた

しまして、質問を終了させていただきます。 
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 続きまして、里親について２問目以降の質問をさせていただきます。 

 １回目にいただいた御答弁で、里親登録数は微増、里親等委託率は微減、里親委託児童数は

ほぼ横ばいであるという状況が分かりました。 

 それでは、次に、里親登録数は増加している一方で、委託に至らない里親も増加していると

伺っておりますが、その理由をお答えください。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 里親家庭の状況により、受入れ可能な子供の年齢や性別等

は様々であります。委託希望の子供の状況と合わないことですとか、社会的養護が必要な子供

は、これまでの不適切な養育環境の影響や喪失体験などから、その養育には、より専門性が求

められること、また、里親委託に対する実親の同意を得ることが難しいことなどの理由による

ものです。 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員。 

○33番（段木和彦君） マッチングについては、よく耳にいたしますが、何年か続く里親家庭

での生活には必要なことと思います。同時に専門的なメンタルケアが求められる社会的養護が

必要な子供についても理解いたしました。また、里親委託に当たっては、実親の意見聴取や意

見調整は必要であると感じますので、丁寧な御対応をお願いいたします。 

 続いて、フォスタリング機関について伺います。 

 里親、里子に寄り添った支援が求められており、重要な役割を担う機関ですが、今後の方向

性について伺います。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 里親家庭への支援におきましては、フォスタリング機関は

支援体制の中心的役割を担っており、里親会や施設配置里親支援専門相談員、そのほか関係す

る支援機関と密に連携を図ることが重要です。今後も、里親、里子への心理的ケアの強化や里

子の自立に向けた支援など、フォスタリング機関の支援内容の拡充を検討してまいります。 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員。 

○33番（段木和彦君） 今後もフォスタリング機関とはより密に連携をとっていただき、これ

までの支援に加え、御答弁いただきましたように支援内容の充実をお願いいたします。 

 次に、里親制度を推進するために行われている周知活動やイベントについてお示しください。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 本市では、フォスタリング機関との協働により、制度説明

会を毎月実施しているほか、10月の里親月間には、里親家庭の体験談などを聞くイベントを毎

年開催しております。 

 また、里親会や里親支援専門相談員、フォスタリング機関等で構成する実行委員会により、

市民の皆様に里親制度への理解を深めてもらうため、制度の仕組みなどについて解説するパネ

ル展示を行っております。 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員。 

○33番（段木和彦君） 制度説明会や里親月間のイベント開催、実行委員会によるパネル展示

など、周知活動につきましては十分に行われていると感じましたが、さらに制度の周知を充実

させていただければと思います。 

 里親についての最後の質問になりますが、里親等委託率の増加につながる取組を今後どのよ
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うに進めていくのか、お答えください。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 里親等委託率を増加させるためには、新たな委託先を増や

すとともに、委託後は、里親家庭で継続して里子を養育していけるように支援を続けていくこ

とが必要だと考えております。 

 そのために、実親の里親委託への理解を促すとともに、里親の担い手を増やすための周知活

動を引き続き行ってまいります。あわせて、里親家庭を継続して支援するため、里親サロンや

里子交流事業の開催により、里親家庭の孤立化を防止することや研修機会を増やすことによる

養育技術の向上など、必要な支援の充実に取り組んでまいります。 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員。 

○33番（段木和彦君） 御答弁ありがとうございました。里親制度の現状をお聞きし、フォス

タリング機関や里親会等との連携、里親制度を推進するための周知活動やイベント、里親委託

率の増加につながる取組などについて伺い、当局におかれましては、しっかりと取り組んでい

ただいていることが分かりました。 

 初めにもお示しいたしましたように、虐待を受けた子供はそのこと自体は忘れることはでき

ませんが、家庭養育の中で、それまでの経験を受入れながら昇華させ、未来に向けて前に進ん

でいるとパネルディスカッションを拝見して強く感じましたので、里親制度の重要性を改めて

認識し、ぜひ前へ進めていくべきと思います。 

 また、本日御答弁いただきましたように、里親制度に関する周知やフォスタリング機関、里

親会、里親支援専門相談員など、関係機関との連携体制を強化して、家庭養育を求める子供た

ちに場を提供できるよう願い、里親についてを終了させていただきます。 

 最後の項目となりますが、花見川区の諸問題についてといたしまして、園生町柏井町線の整

備ついて伺ってまいります。 

 １回目の御答弁でいただきましたように、地域の皆様にとって欠かせない道路でありますが、

歩道がない上、道路上に起伏も多く、歩行者と車が接触した。高齢者が転んだなど伺っており、

歩行者の安全を第一に考えて整備していただければと存じます。 

 続きまして、整備内容についてお聞きいたします。 

○議長（石川 弘君） 建設局長。 

○建設局長（水間明宏君） 柏井小学校前交差点から八千代市との境にある小板橋手前までの

約80メートル区間を幅員16メートル、車線は片側１車線、歩道と自転車レーンを両側に整備す

る計画としております。 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員。 

○33番（段木和彦君） 柏井高校入り口から柏井小学校前交差点までの整備された道路につな

がり利便性は増すと思いますが、八千代市の道路にもつながることから、八千代市側の小板橋

及び未整備区間につきましても、整備について八千代市への働きかけをお願いしたいと思いま

す。 

 次に、園生町柏井町線の整備を行うに当たっては、交差する市道についてもあわせて改良を

行う必要があると考えております。 

 令和４年第２回定例会一般質問で取り上げた際にも、接続する市道横戸町78号線についても

お聞きいたしましたが、市道横戸町78号線は、柏井小学校前交差点から弁天橋へと続く道路で、
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交通量が多い上に小・中・高校生の通学路にもなっており、鷹之台カンツリー倶楽部の壁に自

動車が激突する事故が何回か発生しており、地元でも大きな事故が起こることを憂慮されてお

ります。 

 そこで、今回の園生町柏井町線の整備において、接続する市道横戸町78号線についてはどの

ように考えておられるのか、伺います。 

○議長（石川 弘君） 建設局長。 

○建設局長（水間明宏君） 当該道路は、歩道がない通学路であるほか、園生町柏井町線と交

差する柏井小学校前交差点の付近がカーブしており、同交差点を視認しづらいことから、園生

町柏井町線の整備と合わせ、交差点付近の線形の改良や右折レーンの設置などを行うこととし、

まずは、同交差点から約150メートル区間の整備を行っていきたいと考えております。 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員。 

○33番（段木和彦君） ありがとうございます。市道横戸町78号線の整備についても、御要望

が多いところですが、道路整備に当たっては、民地やゴルフ場にかかる部分もありますので、

まずは、地域の方々への丁寧な説明及び対応をお願いできればと存じます。 

 続いて、園生町柏井町線整備についての現在の進捗状況について伺います。 

○議長（石川 弘君） 建設局長。 

○建設局長（水間明宏君） 現在、道路の具体的な構造などを検討するための設計を行うとと

もに、交差点の形状や交通規制などについて、千葉県公安委員会と協議を行っているほか、よ

り多くの地元の皆様に事業内容をお伝えするため、複数回に分け、地元説明会を実施している

ところでございます。 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員。 

○33番（段木和彦君） ただいまお話がありました地元説明会は、一昨日の９日に開催され、

私も参加させていただきました。会場には、議員４名を含む32名の方々に御参加いただき、八

千代市との連携、警察との綿密な協議、道路用地にかかる個々の家への誠意を持った対応など、

厳しい御意見も多くいただきましたが、１つずつ丁寧に向き合っていただき、地域の皆様に喜

んでいただける道路整備を期待いたします。 

 次が最後の質問になりますが、今後の予定について伺います。 

○議長（石川 弘君） 建設局長。 

○建設局長（水間明宏君） 来月から事業に必要な土地の境界や面積を把握するための測量を

実施することとしており、この成果をもって来年度から用地取得に着手していきたいと考えて

おります。 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員。 

○33番（段木和彦君） ありがとうございました。現状の認識及び整備内容について、また、

進捗状況と今後の予定について伺ってまいりましたが、１回目の御答弁でもいただきましたよ

うに、路線につながる最寄りの駅が京成大和田駅となっており、以前から道路、歩道の整備は

地元からも多くの御要望をいただいておりました。 

 また、３問目でも御答弁いただきましたように、接続する市道横戸町78号線につきましては、

通学路であり、歩道がなく曲がりくねっているため、地元自治会からも大きな事故が起こらな

いうちに整備していただきたいという御要望が出ております。 

 柏井・横戸町地区の皆様にとっては、園生町柏井町線及び市道横戸町78号線は地域の幹とな
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る道路となります。私も地域の一員として協力させていただきますので、市道横戸町78号線の

早期整備もかねてお願いいたしまして、一般質問を終了させていただきます。 

 御清聴ありがとうございました。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 段木和彦議員の一般質問を終わります。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午 前 11 時 45 分 休 憩 

────────────────────────── 

午 後 １ 時 ０ 分 開 議 

○議長（石川 弘君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。18番・三井美和香議員。 

〔18番・三井美和香君 登壇、拍手〕 

○18番（三井美和香君） 皆さん、こんにちは。立憲民主・無所属千葉市議会議員団の三井美

和香でございます。 

 それでは、通告に従い、一般質問を始めさせていただきます。 

 初めに、障害児者支援について質問させていただきます。 

 さて、平成17年に発達障害者支援法が施行されてから、主に厚生労働省並びに文部科学省に

おいて、発達障害に対して様々な支援制度、事業が実施されてきました。知的特徴である発達

障害を持つ乳幼児期や学童期にある子供、その保護者、さらにはその後の成人に対しても十分

な支援が必要なことは、皆さんにも御理解いただけると思います。 

 また、近年では発達障害の早期発見、早期支援が必要とされ、特に乳幼児健診時での早期発

見、早期支援の重要性が指摘されているところです。 

 発達障害とは、大きく分けて３つあり、自閉症スペクトラム障害、ＡＳＤ、注意欠陥・多動

性障害、ＡＤＨＤ、そして学習障害、ＬＤが上げられます。これらの中で２種類、３種類が入

りまじっている人がほとんどです。 

 発達障害児者は、認知や行動上の特性を持つ人が発達上のアンバランスさによって、日常生

活に困難を来している状態を示すと考えられています。令和５年３月における千葉市障害者計

画等策定に係る実態調査報告書によると、発達障害の種類は、自閉症スペクトラム障害及び注

意欠陥多動性障害が上位２つを占め、希望する相談先については、いずれも専門性の高い職員

による相談が最も多くなっています。 

 また、18歳未満の障害児の御家族の療育、保育について困っていることは、本人の成長に不

安があると回答した方が最も多い一方、発達障害のある児童については、療育、保育に関する

情報が少ない、友達との関係づくりがうまくできないとの回答が最も多くなっています。 

 学校や教育について困っていることについても、ほかの障害児の回答では、学校卒業後の進

路に不安があるが最も多い一方、発達障害のある児童は、友達との関係づくりがうまくできな

いとの回答が最も多くなっており、意思疎通に困難を抱える児童が多い傾向が見て取れます。 

 さらに、障害者の就労支援のために必要なことについて、ほかの障害では、職場の障害者理

解が最も多い一方、発達障害のある方は、職場の上司や同僚に障害の理解があることとなって

おり、ここでも人間関係に困難を抱える傾向があらわれています。 

 今後、本件調査結果を踏まえ、現場の声にも生かしていければと思いますが、私は平成24年、

26年、29年、第３回定例会で、たびたび発達障害者支援についての質問をさせていただきまし
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た。中でも、診断を受けていないお子さんの発達障害の早期発見、早期支援においては、保護

者だけではなく、医療、福祉、保育園や幼稚園、様々な専門機関との連携による支援システム

の構築が重要であり、また、幼稚園、保育園における障害のあるお子さんに関しては、保護者

や保育者からの相談への対応や周知活動など、きめ細やかな支援が必要だと考えます。 

 実際、発達障害との診断は受けていないものの、対応の困難な幼児、いわゆるグレーゾーン

にある幼児の支援には、幼稚園、保育園、保育所、学校への巡回相談による支援が進んでおり

ます。 

 先般、会派で熊本市こども発達支援センターへ視察に伺いました。熊本市では、発達障害の

ある子供と保護者がよりよい親子関係をつくるため、子供の行動を理解し、関わり方を学ぶペ

アレントトレーニング事業を実施しておりました。また、地域の保育の拠点である幼稚園、保

育園等においては、発達障害またはその疑いがある子と保護者への適切な対応や支援機関との

スムーズな連携ができる中心的な人材を育成するため、発達支援コーディネーター養成事業を

独自に行っております。 

 この養成事業の対象には、園内のリーダーシップがとれる園長や主任等を選定し、園長に対

する研修とともに基礎講座、ケース検討会、スキルアップ講座などから成る基礎研修のほか、

基礎研修修了者に対する応用講座、スキルアップ講座、継続支援などから成る応用研修など充

実したものとなっております。さらに、基礎研修修了証を発行した園の一覧をホームベージに

公開し、関係機関同士の連携や情報交換が円滑に進む取組もなされています。 

 そこでお伺いします。 

 発達障害の早期発見について、１歳６か月児健診、３歳児までの乳幼児健診や育児相談にお

いて、発達障害の疑いがあると思われる子供に対しての健診後のフォローアップ体制は、どの

ような対応をされていますか。 

 ２問目からは質問席で行います。御答弁のほど、よろしくお願い申し上げます。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 答弁願います。保健福祉局長。 

○保健福祉局長（今泉雅子君） 健診時に専門医の診察が必要と判断された場合は、医療機関

への受診を勧め、受診後は、地区担当保健師が医療機関から本市に送付される診断の結果の確

認や療育につなげるための支援を行っております。 

 専門医の診察までは必要ないものの、経過を見たほうがよいと思われる場合は、１歳６か月

児健診では、保育士による親子遊びの体験と公認心理師による子供の発達に関する講演をセッ

トで行う教室を案内しております。また、３歳児健診や育児相談等では、各区健康課で月１回

程度実施している心理職による相談日を案内し、お子さんへの関わり方などの御相談に対応し

ております。 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員。 

○18番（三井美和香君） 鳥取県では、全ての市町村で５歳児検診が実施されるようになりま

した。研究結果によると５歳児検診を実施したことにより、小学校入学後に学校不適応や心身

症に陥ることがなくなったとのことです。このため、発達障害を早期に発見するには、５歳児

検診も必要と思われますので、ぜひ御検討ください。 

 次に、市内保育園、幼稚園に対する発達障害に関する研修体制は、どのようになっています

か。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 
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○こども未来局長（宍倉和美君） 本市では、市内保育園等の職員を対象に障害を有する児童

に対する保育についての知識や理解を深め、よりよい援助の在り方を習得できるよう、毎年度、

障害児保育研修を実施しておりますが、近年は、発達障害がある児童の受入れが増えているこ

ともあるため、発達障害の基礎知識や発達障害がある児童と保護者への支援など、発達障害に

主眼を置いた内容としております。 

 また、幼稚園教諭等を対象として、公益社団法人千葉市幼稚園協会において、特別な支援を

必要とする子供への理解を深め、一人一人に合った支援や環境を整えることの大切さを知り、

保育の在り方を見直すことを目的とした特別支援教育研修を実施するとともに、千葉県におい

て発達障害に関する専門的知識の習得や実践的指導力の向上などを目的とした研修を実施して

おります。 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員。 

○18番（三井美和香君） 次に、市内保育園、小学校におけるグレーゾーンを含めた発達障害

児本人と保護者への支援体制の現状はどのようになっていますか。お伺いします。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） まず、保育園等においては、発達障害を含めた障害がある

児童が個々の発達過程や障害の状態に応じた保育を受けられるよう、必要な介助の程度等を踏

まえた保育士の加配を行っているほか、公立保育所の所長経験者である巡回指導員が要配慮児

を受入れている保育園などを巡回し、児童の様子を把握するとともに、園からの相談に応じ、

必要な助言や指導を行っております。 

 また、保護者に対しては、普段から園での子供の姿をよいところも気になるところも合わせ

て丁寧に伝えるとともに、適宜、保護者からの発達に関する相談に応じ、必要に応じて、療育

センターなどの専門機関の利用を案内するなどの支援を行っております。 

 次に、小学校における支援については、児童がスムーズな入学ができるよう、就学前施設と

連携を密にするとともに、入学後は個別の教育支援計画を活用し、より適切な支援につなげて

おります。 

 また、発達障害に関する相談機関である養護教育センターでは、保護者、児童双方の相談内

容を踏まえ、その児童の特性に応じた支援の方向性を助言しております。相談の結果、さらな

る支援が必要と判断した場合には、通級指導教室への入級や特別支援教育指導員による個別支

援を実施しております。 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員。 

○18番（三井美和香君） 御答弁ありがとうございます。巡回相談だけでは、発達障害が見過

ごされてしまう可能性もあるため、発達障害またはその疑いがある子と保護者への適切な対応

と支援機関とスムーズな連携ができる人材の育成を目的とした熊本の発達支援コーディネータ

ー養成事業のような取組が必要ではないでしょうか。 

 続きまして、発達障害児を含めた障害児全般について、保育園、幼稚園から小学校に上がる

際にどのような連携を図っているのか、お伺いします。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 保育園、幼稚園では、発達障害児を含めた特別な配慮を要

する児童が安心して就学できるよう、事前に職員配置などの受入れ環境を整えるため、保護者

の同意を得た上で、就学前から養護教育センターに児童の状況などを共有するとともに、個別
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の教育支援計画などを作成し、就学を希望する小学校などに児童の情報を提供するなど、連携

を図っております。 

 また、保育園、幼稚園の職員が児童の状況などを直接小学校に説明することや小学校の教諭

が保育園、幼稚園を訪問し、児童の日常の様子を把握することなどを通じて、互いに交流を図

り、情報交換を行っております。 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員。 

○18番（三井美和香君） 連携の件ですが、小学校によって温度差がないようにお願いいたし

ます。 

 次に、発達障害児者及び家族等への支援の取組についてお伺いいたします。 

○議長（石川 弘君） 保健福祉局長。 

○保健福祉局長（今泉雅子君） 発達障害者支援センターにおいて、日常生活や療育の方針、

就労など幅広い分野の相談に応じるとともに、幼稚園や保育所等への巡回相談事業において、

園の関係者とともに保護者からの相談や悩みに対応するなどの取組を行っています。 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員。 

○18番（三井美和香君） 保護者からの相談や悩みに対応する際、就労している方のため、Ｓ

ＮＳ相談についても御検討ください。 

 次に、御家族の負担軽減のためのペアレントトレーニングの現状と今後の取組についてお伺

いします。 

○議長（石川 弘君） 保健福祉局長。 

○保健福祉局長（今泉雅子君） 発達障害者支援センターにおいて、ＡＤＨＤと診断された４

歳から10歳までの子供の保護者を対象に、グループセッションのペアレントトレーニングを実

施しており、今年度は８人の参加がありました。今後も、発達障害に係る認知度の高まりなど

により、発達障害と診断される子供の増加が見込まれることから、ニーズに対応したトレーニ

ングの実施について検討してまいります。 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員。 

○18番（三井美和香君） 今後も保護者のニーズを取り入れながら、御家族が安心して取り組

める場の提供をお願いいたします。 

 次に、大人の発達障害への対応強化についてお伺いします。 

 これまで、障害者をサポートしている中で、2004年、発達障害者支援法が成立しました。そ

の後、障害の状態などに応じて必要な支援を行う特別支援教育も本格的に実施されるようにな

りましたが、一方で、支援法が成立する以前に学校を卒業していた中高年の人の中には、障害

に気づく機会が少なかった方もいらっしゃいます。近年、職場や生活の様々な局面において、

生きづらさを強く感じる方が増えていると言われています。 

 そうした中、大人の発達障害という言葉を耳にすることが多くなりました。大人の発達障害

とは、特にそうした特性が大人としての社会生活を営むようになった際に、初めて顕在化した

り、困難としてあらわれてくるような状況と考えることができます。 

 ここで、発達障害について事例で御説明いたします。 

 Ａさんが周囲との違いに気がついたのは、小学年の頃でした。特に算数が苦手で授業につい

ていけず、教室で椅子に座っていることができない多動で、時には暴れてしまいます。自分で

努力しても思うようにできない辛さを抱えながら、中学校卒業後に就職しましたが、一度に多



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

令和５年第４回定例会会議録第５号（12月11日） 

－33－ 

くの作業が覚えられず、職場でのいじめに加え、コミュニケーションにも障害があるため、人

間関係でトラブルを繰り返し、結局、周囲からの冷たい視線に耐えられず退職しました。すぐ

に再就職するにも長続きせず、10回以上転職を繰り返し、その後は、鬱状態になり、休職しま

した。 

 Ａさんをサポートしている中で、発達障害の疑いがあるため、医療機関で検査をすることに

なり、発達障害に該当することが分かりました。このように、中年になって自分の障害に初め

て気づくケースが増えているようです。Ａさんは、もっと早く診断し、もっと早く障害に気づ

いていたらとの思いがあるそうです。 

 そこでお伺いします。 

 発達障害支援センターの相談は、およそ６割が成人の相談とお伺いしましたが、一般に発達

障害者への支援について、相談、診断、治療ができる医療機関が少ないため、教育、医療、福

祉などの連携が重要であると思われます。成人の発達障害についても、同様に、就労支援や相

談支援、医療機関等の支援が必要ですが、本市の発達支援センターでは、どのような相談支援

体制をとっているのか、お伺いします。 

○議長（石川 弘君） 保健福祉局長。 

○保健福祉局長（今泉雅子君） 発達障害者支援センターにおいては、広く日常生活に係る相

談に応じるとともに、就労相談に係る専任職員を配置し、企業やハローワークなどの関係機関

と連携しながら、就労やその準備に対する相談や支援を行っております。 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員。 

○18番（三井美和香君） 次に、就労等のサポート体制について、発達支援センターでは、障

害者の雇用に関心のある企業への普及啓発、発達障害に関する研修、勉強会などを行っていま

すか。お伺いします。 

○議長（石川 弘君） 保健福祉局長。 

○保健福祉局長（今泉雅子君） 千葉障害者就業支援キャリアセンターにおいて、企業等から

の障害者雇用に係る相談受付や企業への講師派遣による研修会を行うとともに、障害者ととも

に働く方に対し、発達障害を含む精神障害についての理解を深める精神障害者等職場内サポー

ター養成研修などを行っております。 

 また、発達障害者支援センターにおいても、発達障害がある方の特性や接し方などについて、

企業等からの講師派遣依頼や相談に対応しております。 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員。 

○18番（三井美和香君） できれば、経営者の方にも研修に参加いただけるように、経営者協

会、ハローワーク等へ働きかけるのも必要です。今後は、発達障害の方で福祉的支援を受けら

れなかった人への支援にも力を入れるべきと考えます。 

 次に、成人の発達障害に関するワークショップや講座を開催しているのか、お伺いします。 

○議長（石川 弘君） 保健福祉局長。 

○保健福祉局長（今泉雅子君） ワークショップ形式ではありませんが、発達障害者支援セン

ターにおいて、成人を含めて発達障害者を支援する方を対象とする講演会を年３回行っており

ます。 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員。 

○18番（三井美和香君） 最後に、意見、要望を申し上げます。 
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 発達障害者の支援について段階的な支援体制や早期療育からの地域支援への移行体制、地域

の集団へのアウトリーチ等、多様化している子供の状態像に合わせた支援プログラムをお願い

します。 

 また、保育所、幼稚園等を含む関連組織への支援活動を重視し、学齢期の発達障害児の評価

や診断あるいは大学医学部や地域診療所に連携機能がある医師会、それらをつなぐ行政機関と

の有機的連携ネットワークをつくり、また、人材育成と供給の面では、相談支援を行うことの

できる人材拠点施設だけでなく、地域においても育成する体制づくりをお願いします。 

 続きまして、不登校についてお伺いします。 

 我が会派の代表質問でも、不登校児童生徒への支援の状況と今後の方向性について御答弁を

いただいておりますが、より詳しくお尋ねします。 

 令和４年度の文部科学省の調査によりますと、2012年には全国で11万2,689人であった不登

校児童生徒は、2022年では29万9,048人と、ここ10年で２倍以上に増えています。千葉県内の

令和４年度の不登校児童生徒は、前年度より2,183人増えて１万2,321人と、約21.5％の増加と

なっております。 

 不登校児童生徒とは、病気や経済的理由、また、新型コロナウイルスの感染を避けるために

登校を控えたなどの理由を除き、年間30日以上欠席した児童生徒と定義されております。 

 不登校の理由としては、文部科学省の調査によると、学校生活上の影響、遊び・非行、無気

力、不安などの情緒的混乱、意図的な拒否、複合的なもの、そのほかなどに分類され、その中

でも特に不安などの情緒的混乱、無気力、複合的な理由などが高い比率を占めております。ま

た、理由がはっきりしないケースも多いようです。 

 文部科学省によると、令和２年度不登校児童生徒の実態調査では、不登校児童生徒の個々の

状況で、最初に学校に行きづらいと感じ始めたきっかけは、先生のこと、身体の不調、生活リ

ズムの乱れ、友達のことなど、特定のきっかけに偏らず多岐にわたります。 

 不登校児童生徒が学校に行きづらいと感じ始めたときからの支援が重要で、特に小学校低学

年から不登校となっている児童生徒が一定数いることから、低学年時からの早期支援が必要と

なります。 

 例えば、不登校の当事者と家族の実態とその思いをまとめたアンケートの調査報告書を滋賀

県フリースクール等連絡協議会が公開しております。それによると、回答のあった小・中・高

のうち、不登校のきっかけを先生、合わない、怖い、体罰、不信感などと回答した子供が約３

割で最も多く、また、自由記述において、子供も保護者も周囲の偏見や無理解によって悲鳴を

上げている実態も明らかになりました。 

 千葉市は、スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラー、家庭訪問カウンセラー、

ライトポート小学生専用指導員等、これまで少しずつ拡充しており、本市の不登校児童生徒は、

令和４年度の調査によると、小学校では709人、中学校では928人となっております。 

 先般、ＩＣＴ教育のトップランナーと言われる熊本市へ会派で視察に伺いました。熊本市で

は、様々な事業が行われておりましたが、中でもフレンドリーオンライン、この事業の目的は、

不登校児童生徒が自身の在籍している学校以外とつながり、学ぶ機会を提供することで学習機

会を保障するとともに、将来に向けた社会的自立への支援を行うものです。 

 そのほか、不登校児童生徒への支援として、大学生によるユア・フレンド事業などにも取り

組まれていました。熊本市のフレンドリーオンラインは、自宅からオンラインで授業を受ける
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ことができます。また、ステップルームでは、リモート学習が行われていることが分かりまし

た。 

 そこで、本市では、不登校児童生徒に対するＩＣＴ環境を活用した学びの支援は行っている

か、お伺いします。 

○議長（石川 弘君） 教育次長。 

○教育次長（秋幡浩明君） 所属学級の授業をオンラインで視聴できるようにするなど、個々

の状況に応じて１人１台端末、通称ギガタブを活用した学びの支援を行っております。 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員。 

○18番（三井美和香君） 本市でも、自宅から授業のリモート中継を閲覧できるとよいと思い

ますが、いかがかですか。 

○議長（石川 弘君） 教育次長。 

○教育次長（秋幡浩明君） 不登校の児童生徒や感染症予防による欠席者に対し、児童生徒及

び保護者の希望に応じてオンラインで視聴できる環境を整えております。 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員。 

○18番（三井美和香君） 授業のリモート中継を行っている学校があるとのことで、学校によ

って状況が違うので、全市的な実施は難しいだろうと思います。子供を持つ親としては、自宅

から授業を見られるようになれば助かります。また、学習面だけでなく、不登校児童生徒が誰

かとつながること、１人ではないと感じさせられる支援も大切だと思われます。 

 さきの熊本市では、フレンドリーオンライン事業において、勉強だけではなく、３人の先生

と子供たちがつながる学習を行っています。また、ユア・フレンド事業という学生ボランティ

アが不登校などの児童生徒の話し相手になっています。子供たちと年齢の近い大学生が支援す

ることで、なかなか学校に行けなかった子供が最後には卒業式に参加できたとの声もあるとの

ことで、よい取組だと感じました。 

 本市では、大学生ボランティアは活動しているのか、お伺いします。 

○議長（石川 弘君） 教育次長。 

○教育次長（秋幡浩明君） 本市では、市内の大学と連携してインターンシップ生や学生ボラ

ンティアを募集し、教育センターのグループ活動や教育支援センター、ライトポートにおいて、

不登校児童生徒の支援を行っております。 

 遊びや学習、運動など日常的な活動のほか、スポーツ交流会や宿泊行事においても、児童生

徒とともに活動しております。年齢の近い大学生が一人一人に寄り添った支援を行うことで、

初めのうちは不安を感じていた児童生徒が次第に心を開き、安心して過ごせるようになるなど、

よい変容が見られております。 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員。 

○18番（三井美和香君） 本市でも、大学生ボランティアが活動しているということが確認で

きました。熊本市のような大学生ボランティアが不登校児童の家庭へ訪問するのもよいかと思

われます。 

 引き続き、一人一人に寄り添った子供たちへの声かけなどを行い、さらなる子供たちの安心

感につなげてほしいと思います。 

 さて、不登校児童生徒の居場所の１つとしてフリースクールがありますが、フリースクール

に子供を通わせている保護者から、フリースクールはお金がかかるので補助があると助かると
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いう声をいただきました。 

 平成27年に文部科学省が公表した調査結果によると、フリースクールの授業料は、月額、平

均で約３万3,000円となっています。川崎市では、フリースクール等に通う児童生徒の保護者

へ助成をしているようですが、本市では、フリースクールへ通う児童生徒の保護者に対する助

成は行っているのか、お伺いします。 

○議長（石川 弘君） 教育次長。 

○教育次長（秋幡浩明君） 経済的理由によって就学困難と認められる児童生徒の保護者に対

し、教育支援センター、ライトポートやフリースクール等の活動費及び通所費の助成を行って

おります。 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員。 

○18番（三井美和香君） フリースクールへ通う児童生徒の保護者に対する授業料の助成をお

願いいたします。 

 最後に意見を申し上げます。 

 本市も、不登校対策パッケージとして、不登校児童生徒支援に取り組んでいることがうかが

えますが、不登校対策においては、不登校の児童生徒を登校につなげるため、対象の児童生徒

の学校内での居場所と支援体制、マンパワーの充実等が必要と思われます。今後も、不登校対

策パッケージの推進とあわせて、他自治体の様々な取組を参考に、本市の不登校対策を強化し

てもらいたいと思います。 

 学生と不登校の児童生徒が触れ合う事業、家庭への派遣、不登校児童の生活状況は様々で、

自分のペースでどこでも支援が受けられる社会的自立に向けて学べる環境づくりを本市におか

れましても不登校の支援の今後さらなる充実を図るとともに、情報発信を積極的に進め、誰ひ

とり残さないための教育の推進を願いいたします。 

 これで私の一般質問を終わります。御清聴ありがとうございました。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 三井美和香議員の一般質問を終わります。 

 一般質問を続けます。10番・大平真弘議員。 

〔10番・大平真弘君 登壇、拍手〕 

○10番（大平真弘君） 日本維新の会・無所属の会、大平真弘です。通告に従い、質問に入り

ます。 

 初めに、育児休業についてです。 

 育児休業の取得率は、女性は８割程度で推移している一方、男性は上昇傾向にあるものの、

女性に比べ低い水準となっています。厚生労働省、雇用均等基本調査によると、男性の育児休

業取得率は、令和４年度で17.13％でした。北欧諸国のスウェーデンやノルウェーでは、男性

でも８割から９割ほどの国民が育児休業を取得しています。 

 政府は、異次元の少子化対策を進め、男性の育児休業取得率が増えているとはいえ、先進諸

国と比較すると少ないことが分かります。 

 次に、世界各国の最大限の給付金が付与される育児休業期間です。ユニセフが先進国31か国

に調査を行った先進国における家族にやさしい政策ランキングによると、最大限の育児給付金

が給付される父親の育児休業期間は、日本が30週間でトップでした。さらに、育児給付金を受

給できる父親の育児休業期間についても、日本は最大１年、52週間と、韓国に次いで２番目に

長くなっています。つまり、育児休業の制度として、日本が世界各国と比較しても劣っている
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ということはデータからは見られず、むしろトップレベルに優遇された制度が整備されている

ことが分かります。 

 次に、育児休業を取得しなかった理由について見ますと、上位３つが、業務が忙しく職場の

人手が不足していた。会社で育児休業制度が整備されていなかった。職場が育児休業を取得し

づらい雰囲気だったというものです。育児休業を取りたいにも関わらず、社会、企業側の要因

で取りにくい雰囲気があるものと思料いたします。皆さんの周りで、男性で育児休業を取った

方は、どれだけいるでしょうか。なかなか、少ないもしくは育児休業をとっていても期間は短

いものではないでしようか。 

 令和４年10月１日から育児・介護休業法が改正されました。新たに、産後パパ育休制度や育

児休業の分割取得等、男性の育児休業取得促進のための子の出生直後の時期における柔軟な育

児休業の枠組みの創設がされました。政府は、男性の育児休業取得を促進しているものと認識

しております。しかしながら、現在の日本社会や多くの企業では、まだまだ男性が育児休業を

取れる雰囲気、風潮ではないのが現状だと思います。枠組みをつくり、推進する政府、行政と、

民間企業、国民、市民と大きなギャップがあるものと感じています。 

 かくいう私自身も第２子出生後に男性で育児休業を取得した当事者であります。ここまで述

べてきた課題を実際に体験してまいりました。第１子を出生後の子育て経験から、核家族が進

む都市部において、両親の父母からの支援や援助なしで、乳幼児を育てることの難しさを身を

もって痛感してまいりました。共働き世帯が70％を超え、働く女性が産休、育休を取得した後

に職場復帰するのが一般的になった今、子育ては夫婦で協力してやるものという認識が特に若

い世代では当たり前になりつつあると言われています。 

 千葉市として、男性が育児休業を取得できる雰囲気や風潮をつくり、同時に男性の家庭進出

を促すことも重要だと考えます。 

 そこで質問です。 

 直近で、育児休業を取得した千葉市役所の女性職員は、ほぼ100％ですが、これまでの千葉

市役所の男性職員の育児休業取得の促進の取組や男性職員の育休取得状況についてお聞かせく

ださい。 

 以降は、質問席から質問を行います。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 答弁願います。総務局長。 

○総務局長（大野和広君） 男性が育児休業を取得することは、子育ての苦労や楽しさ、子供

が成長する喜びを配偶者と共有することで、父親としての自覚を促すとともに、配偶者にとっ

ても出産後の育児不安やストレスの軽減、社会復帰への意欲の維持につながるものと考えてお

ります。特に、出産直後に育児休業を取得することは、配偶者の気力、体力の回復に重要であ

るとともに、その後の男性の育児、家事の参加意識を高められるものと考えております。 

 本市におきましては、毎年度、局部長会議におきまして、局区等別の取得率の状況を共有し、

局長等のマネジメント力により、職場での意識改革等を図るほか、子供が生まれる職員に対し

ましては、所属長がイクボスとして当該職員との面談を通じて業務等の状況等を把握し、育児

休業の取得を前提とした休暇・休業計画書等を作成するなど、所属職員が一体となって支援、

協力する環境を積極的に整備してまいりました。 

 その結果、男性も育児休業を取得して当たり前という雰囲気が組織内に定着しつつあり、男

性職員の育児休業取得率については、令和３年度が83.2％、令和４年度が78.2％と高い水準で
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推移しております。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 千葉市では、育児休業の取得率が高く、子育て世帯の理解と取組が進

んでいることが分かりました。 

 現在、千葉市で把握している育児休業の課題についてお聞かせください。 

○議長（石川 弘君） 総務局長。 

○総務局長（大野和広君） 現行の千葉市職員の子育て支援計画におきましては、育児休業の

取得のみならず、子の出生後１年間に男性職員の育児に関する休暇、休業を１か月以上取得す

ることを目標にしており、徐々に取得期間の長期化の流れが見えています。 

 しかしながら、取得期間が長期化することにより、育児休業取得者を応援する同僚職員の負

担が増していること、また、取得を検討している職員がこうした職場の状況を意識して取得を

遠慮するなどの声が聞こえてきております。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 育児休業を取得しても、同僚職員に負担がかかりにくいようなオペレ

ーションづくりや職場の状況を意識して取得しづらい雰囲気にならないよう今後の取組をお願

いいたします。 

 そして、次に育児休業についての今後の方針についてお聞かせください。 

○議長（石川 弘君） 総務局長。 

○総務局長（大野和広君） 引き続き、男性職員が育児休業を取得することに対する職場の理

解や業務支援、所属長とのコミュニケーションの重要性を周知し、組織としての育児を応援す

る環境を整備してまいります。 

 また、育児等で得られた貴重な経験は、職員自らの成長や公務への還元も期待されることか

ら、今後は、育児休業の質にも着目しながら、職員一人一人が組織運営や職務に責任を持ち、

活力ある組織を維持していくことができるよう、職員育成等にも注力していきたいと考えてお

ります。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 千葉市は育休取得率が高く、男性の育休取得も進んでおり、近隣自治

体からの視察も来ると聞いております。少子化が進む日本社会において、子供を産みやすい・

育てやすい・育ちやすい千葉市をつくるためにも、職員が育児休業を取得しても負荷がかかり

にくい組織、そしてオペレーションの構築を進め、行政職員も率先して育児休業の取得をつく

っていただきたいと思います。 

 次に、ゼロ歳から２歳児保育料無償化についてです。 

 2019年10月から幼児教育・保育の無償化がスタートしました。幼稚園、保育所、認定こども

園などを利用する３歳児から５歳児クラスの子供たちは無料になりました。しかしながら、ゼ

ロ歳から２歳児クラスまでの子供たちは、住民税非課税世帯に限られており、多くのゼロから

２歳児を持つ共働き世帯の保護者は、有償で保育を利用している現状があります。 

 東京都では、保育所等利用多子世帯負担軽減事業の拡充等に伴い、令和５年10月より、ゼロ

から２歳児までの第２子の利用者負担、保育料が無料となりました。令和５年９月以前は、第

２子は半額、第３子以降が無料でしたが、10月以降は第２子以降も無料となりました。 

 お隣の市原市でも、子育て世帯の定住を促進するため、来年度から第２子以降の保育料を無
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償化する方針を決めました。千葉市の多子世帯へのゼロから２歳児の保育料軽減策をお聞かせ

ください。 

 あわせて、そのほか多子世帯へのゼロから２歳児への取組があればお聞かせください。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 本市においては、２人以上の子供がいる多子世帯に対して、

国の定めている基準に基づき、所得や年齢などに一定の要件を設けた上で、第２子の保育料を

半額、第３子以降の保育料を無料とすることで、保育料の負担軽減を図っております。 

 そのほか、多胎児家庭に対する取組にはなりますが、エンゼルヘルパー派遣事業において、

利用回数の上限を通常30回のところを50回に増やすことなどにより、多胎児家庭の負担軽減を

図っております。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） そのほかの取組としてエンゼルヘルパー派遣事業の上限増があること

が分かりましたが、市民への周知がちょっと足りないように思いますので、行き届くようにお

願いいたします。あわせて、そのほかの新たなゼロから２歳児を持つ世帯への支援もお願い申

し上げます。 

 次に、千葉市での多子世帯のゼロから２歳児の保育料無償化に必要な財源は幾らでしょうか。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 所得や年齢等の要件を撤廃した上で、第２子以降の保育料

を無償化する場合に必要な財源は、年額13億円程度と見込んでおります。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 年額13億円程度ということで、想像以上に必要な財源が大きく、早急

に所得制限なく第２子の無償化することは容易ではないことが分かりました。しかしながら、

物価が上がり、生活が苦しくなる中で、全幼児に対する無償化の要望も多く、住むところで子

育て費用が違うことも望ましいことではないかと思います。 

 千葉市でゼロから２歳児を含めた未就学児への子育て支援の今後の方針をお聞かせください。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 本市では、子供を産み育てたい、子供がここで育ちたいと

思う千葉の実現を基本理念とする千葉市こどもプランに基づき、各種施策を推進しております。 

 具体的には、全ての子育て家庭を対象とした支援の強化として、国が創設を目指す、こども

誰でも通園制度の実施に向けて検討を進めるほか、保育を必要とする世帯を支援するため、既

存施設を最大限活用しても、保育需要の増加に対応できない地域において保育所などの整備を

進めてまいります。 

 また、育児不安や負担軽減のため、出産後の母親の心身のケアや育児のサポートを行う産後

ケア事業における利用期間の拡充のほか、多胎児家庭へのエンゼルヘルパー派遣に係る利用料

の減額に向けた検討などを行ってまいります。 

 今後も引き続き、千葉市こどもプランに基づき全ての子供や子育て家庭を対象に、妊娠・出

産期から切れ目のない支援を推進し、より一層の子育て支援策の充実を図ってまいります。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 千葉市では、都心部からの流入も増えている地域もあり、これから人

口減少が見込まれている中、現役世代から選ばれる自治体として政策を考えていかなければな
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りません。千葉市では、子育て世帯の定住を促進するための施策は、どのようなものがありま

すでしょうか。 

○議長（石川 弘君） こども未来局長。 

○こども未来局長（宍倉和美君） 子育て家庭への支援については、核家族化の進展や女性の

就業率の上昇などにより、昼間子供を見守る大人がいない家庭への支援が喫緊の課題であるこ

とから、保育所については、重点的な施設整備やきめ細やかな相談対応等に取り組み、４年連

続での待機児童ゼロにつなげるとともに、子どもルームについても、継続的な施設整備や民間

施設の活用などにより待機児童の縮減を図るなど、子育てと就労の両立支援に取り組んでまい

りました。 

 また、産前産後の育児に関する不安や負担の軽減を図るため、産後ケアやエンゼルヘルパー

派遣などの事業を充実させ、安心して育児ができる環境の整備にも努めております。 

 さらに、子育て世帯を含む本市における人口減少抑制に向けた取組の検討を今年度開始して

おり、市民の転出、転入に関する要因などを多角的に調査分析するとともに、調査結果を踏ま

え、本市の魅力をＰＲする動画などを活用した効果的な情報発信を行うこととしております。 

 このような様々な取組により、子育て世帯の定住促進を図ってまいりたいと考えております。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 定住促進や税収維持の面でも、ゼロから２歳児保育料無償化を含めた

子育て支援政策の拡充についての議論や検討を進め、子育て政策についても近隣自治体に見劣

りしない千葉市を目指していただきたいと思います。 

 次に、路上喫煙及びポイ捨て防止条例についてです。 

 千葉市では、路上喫煙やポイ捨ての防止に努め、美しく快適で安全なまちづくりを目指し、

千葉市路上喫煙等及び空き缶等の散乱の防止に関する条例、通称、路上喫煙・ポイ捨て防止条

例が平成23年から施行されています。しかしながら、現在でもごみのポイ捨てや路上喫煙・吸

い殻のポイ捨てが目立つ状況です。 

 スライドは、稲毛海岸駅前のベンチ、たばこの吸い殻が目立つ状況です。次は海浜幕張駅前、

南口の写真ですね。こちらも、ごみであったり、吸い殻であったり、目立つ状況です。 

 路上喫煙、ポイ捨て対策の周知や巡視活動を一体として行い、より効果を上げるため、平成

23年７月１日より巡視員がその場を確認次第、違反者から過料を徴収していると条例に記載が

ありますが、私は過料を徴収している現場や巡視員の活動を直接見たことがありません。 

 年間を通しての過料徴収が始まった平成24年度と令和４年度の過料の徴収総額と件数につい

てお聞かせください。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） 徴収額につきましては、平成24年度は413万円、令和４年度は48

万2,000円です。過料処分件数は、平成24年度は2,814件、令和４年度は270件であります。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 徴収総額と件数が10年で大きく減少していることが分かりました。 

 路上喫煙及びポイ捨て防止条例に係る平成24年度と令和４年度の決算額についてお聞かせく

ださい。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） 平成24年度は約2,890万円、令和４年度は約3,680万円です。いず
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れも、主に路上喫煙等・ポイ捨て防止巡視員に係る人件費のほか、路面標示の設置費などでご

ざいます。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 平成24年度と令和４年度の決算額が大きく変わらない中、過料の徴収

総額と件数が減っているので、対象者が減ってきており、効果が出てきているものと考えます。 

 次に、巡視については委託業者でしょうか。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） 千葉市路上喫煙等及び空き缶等の散乱の防止に関する条例や受動

喫煙等に関する市の関連施策を熟知し、過料徴収時に必要となる対象者へ事実確認やトラブル

対応などのノウハウと経験を有する市職員が巡視をいたしております。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） スライドのように、このように駅前に周知されるような形であるんで

すけれども、啓発活動については、どのようなものを行っておりますでしょうか。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） 条例周知キャンペーンを実施しているほか、駅前を中心に、路上

喫煙・ポイ捨て防止について認識していただく路面標示、看板、電柱小型表示板等を市内約

1,000か所に設置しています。また、巡視員が巡回する際には、路上喫煙等・ポイ捨て防止巡

視員である旨を表記した上着を着用していることから、条例の周知啓発につながっているもの

と考えております。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） これまでの課題と今後の方針についてお聞かせください。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） 路上喫煙・ポイ捨てに関する御相談に対し、簡易の看板を設置す

るなど、個別に対応しておりますが、なお路上喫煙やポイ捨てを行う方が一定程度発生してお

り、こうしたケースを減少させていくことが課題であると考えております。 

 今後は、こうした方の規範意識の醸成や行動変容につなげられるよう、啓発用看板のデザイ

ンや設置場所などにさらに工夫を図り、路上喫煙・ポイ捨て防止に取り組んでまいります。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 対象者が減り、徴収や件数が減っていることはよいことでありますが。

吸い殻のポイ捨てがいまだに散見されている状況を見ますと、これからも引き続き継続して取

り組んでいただきたいと思います。 

 禁止や過料といった直接的、罰則的な啓発活動だけでなく、モラルや喫煙者自身や家族、子

供たちへの健康等、気持ちに働きかけるような啓発活動もあわせて行っていくような取組など、

新たな啓発活動をあわせてお願いしたいと思います。 

 次に、ごみ空気輸送システムについてです。 

 幕張新都心・幕張ベイタウンが街開きされてから、30年ほどが経過しました。幕張ベイタウ

ンでは、廃棄物空気輸送システムが整備され、ごみの収集をマンションの中に設けられたごみ

投入口に、このような形の投入口ですね、実際にごみをこちらに投入して、ごみ収集している

クリーンセンターまで、ごみ輸送管で結び、吸引することで、ごみを空気の流れに載せて広い

範囲から収集、輸送をされています。 
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 しかしながら、令和元年の９月から約３年間、ごみ空気輸送管に穴があいたことにより、利

用できない状況や20リットルのごみ袋は、満タンだと詰まりや故障の原因になるなど、多くの

課題が発生しています。 

 マンション専有部のごみ投入口や輸送管での故障、破損は、住人が負担することになります。

昨年の８月まで、廃棄物はごみ空気輸送管に穴があいたことにより、収集車での回収がされて

いたと認識しています。 

 幕張ベイタウンに廃棄物空気輸送システムが導入された経緯と特徴についてお聞かせくださ

い。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） 廃棄物空気輸送システムは、幕張新都心住宅地区において、ごみ

輸送管によりごみの収集を行うもので、千葉県が整備し、平成７年に供用を開始し、平成28年

４月から、千葉県から本市に移管され維持管理を行っております。 

 本システムの特徴として、可燃ごみを毎日排出できるなど、可燃ごみと不燃ごみの排出曜日

がごみステーションに比べ柔軟であること、これらのごみを道路上等に置かないため、衛生的

で街の美観の維持に寄与することが挙げられます。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 住民がいつでもごみを出せる利便性や街の景観、衛生面に貢献してい

るものと考えます。 

 千葉市が管理する廃棄物空気輸送システムにおいて、年間に必要とする維持管理費等及び財

源についてお聞かせください。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） 本システムが通年で正常稼働していた平成28年度から30年度の維

持管理費及び修繕費の平均額は、年間約１億8,000万円です。 

 平成26年３月に県市間で締結した幕張新都心住宅地区廃棄物空気輸送システムの引き継ぎに

関する基本協定書に基づき、本市は車両収集運搬費相当分のみを負担し、残額は県が負担する

こととなっております。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 次に、廃棄物空気輸送システムは、千葉市指定のごみ袋20リッターサ

イズ以下しか利用できないと認識しておりますが、実際にマンションでは規定が異なっており

ます。 

 市として認識している廃棄物空気輸送システムで利用できるごみ袋のサイズについてお聞か

せください。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） 本システムは、ごみ輸送管のサイズから20リットルのごみ袋を使

用上限としております。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 地域の一シンボルとして愛されている地下インフラである廃棄物空気

輸送システムをこれからも長く使い続けるために、利用に当たって住民の皆様に留意いただく

点及び今後の市の考え方についてお聞かせください。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 
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○環境局長（宮本寿正君） 本システムを安定的に運用していくためには、御利用いただく皆

様がごみの排出に関する留意点を正しく理解し、排出していただくことが重要であると考えて

おります。 

 一例を申し上げますと、投入できるごみの大きさは、縦・横・高さ及び重さの上限を設けて

おり、こうした決まりを守っていただくことが不可欠です。このため、本市では、本システム

でのごみの出し方や留意点をまとめたチラシを作成し、市ホームページやマンション管理会社

を通じ利用者の皆様に周知をしているところでございます。 

 本システムは稼働開始以降、幕張新都心住宅地区に定着している地域インフラでありますこ

とから、今後も適切な維持管理を行ってまいります。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 幕張ベイタウンでは、廃棄物空気輸送システムを千葉市が運用管理を

行い、千葉県がシステム更新や廃止の費用を負担するという形で合意形成がなされています。 

 廃棄物空気輸送システムは、打瀬地区の景観や安全、利便性と魅力的なまちづくりに貢献し

ていると考えます。これからも地下インフラを便利に利用するために、長く使うための創意工

夫や市、県の施策との連携が必要であると同時に、住民の正しい廃棄物空気輸送システムの使

い方の周知に努めていただきたいと思います。 

 次に、千葉市指定ごみ袋についてです。 

 千葉市指定ごみ袋は、サイズにより４円から36円になっています。千葉市では、家庭ごみの

回収には指定のごみ袋を利用することになっています。しかしながら、東京23区やほかの政令

市では、指定ごみ袋がない、もしくは廃止され、現在は利用されておりません。 

 指定ごみ袋を利用する目的や趣旨をお聞かせください。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） 可燃ごみ、不燃ごみの排出時に御使用いただいております指定ご

み袋は、家庭ごみ手数料徴収制度に基づくものであり、ごみを出す量に応じて、ごみ処理費用

の一部を市民の皆様に御負担いただいております。 

 同制度は、家庭ごみ排出量の削減、ごみ処理費用の負担の公平性の確保、３Ｒの推進に向け

た市民意識の向上、焼却ごみ削減による清掃工場の維持管理費の削減等を目的に、平成26年２

月から導入しております。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 千葉市指定のごみ袋が導入された目的や趣旨が分かりました。ごみを

減らすための指定ごみ袋ということで、これまでの効果や実績についてお聞かせください。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） 家庭ごみ手数料徴収制度を導入した翌年度の平成26年度には、ご

みの焼却処理量が大幅に減少し、当時の一般廃棄物（ごみ）処理基本計画のビジョンであった

計画期間中での焼却ごみ３分の１削減を達成いたしました。また、焼却ごみの減少に伴い、平

成28年度には老朽化した北谷津清掃工場の稼働を停止し、３用地２清掃工場運用体制への移行

を開始することができました。 

 制度導入以降、焼却ごみ量の減少が維持されているところであり、ごみの減量及び３Ｒの推

進に寄与しているものと考えております。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 
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○10番（大平真弘君） 千葉市指定のごみ袋の導入が実際にごみの減少につながっているとい

うことを理解いたしました。しかしながら、23区や近隣の政令市などから転入してきた市民か

らは、市指定ごみ袋の有無に疑問を持つ市民の声もあります。指定ごみ袋でなければ、市民の

利便性や融通が向上することも考えられます。一部地域で実証実験を行ったり、指定のごみ袋

を利用しなくても、ごみの減少につながるような施策や活動等あればお聞かせください。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） 家庭ごみ手数料徴収制度は、市民の皆様に広く定着し、さらなる

ごみの減量及び３Ｒの推進に向け、今後とも効果的な施策であることから、それにかわる実証

実験の実施は考えておりません。 

 引き続き、制度の適正な運用に努めるとともに、本年４月にスタートした新たな一般廃棄物

（ごみ）処理基本計画に基づく各種事業を推進し、市民の皆様の生活環境の保全、公衆衛生の

向上に努めてまいります。 

○議長（石川 弘君） 大平真弘議員。 

○10番（大平真弘君） 千葉市指定のごみ袋は、ごみを捨てる人が費用を負担するという視点

やごみ減少につながるインセンティブが働くことが分かりました。 

 しかしながら、税金を納める市民の利便性も考え、千葉市の特性はもちろんのこと、他地域

の状況や市民からの声、要望も考慮の上、指定ごみ袋の必要性やごみ捨て、ごみ削減に関する

問題について、改めて議論とともに対策に取り組んでいただきたいことを要望いたしまして、

私の一般質問を終了いたします。御清聴ありがとうございました。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 自席へお戻りください。大平真弘議員の一般質問を終わります。 

 一般質問を続けます。49番・中村公江議員。 

〔49番・中村公江君 登壇、拍手〕 

○49番（中村公江君） 日本共産党千葉市議会議員団の中村公江です。 

 通告に従い、一般質問を行います。 

 初めに、市民会館について。 

 現在の市民会館について伺います。 

 1973年に旧国鉄千葉駅跡地に開館され、2001年に耐震補強で１年休館、2006年に熱源改修工

事及びアスベスト除去工事で休館後、再開しています。 

 千葉駅から徒歩７分ほどで、大ホール1,001人、小ホール316人で、会議室は７室、特別会議

室も２室あり、音楽や芸術だけでなく、学習会や式典、講演など、様々な用途で活用されてい

ます。今議会前に、市民会館とＪＲとの合築の建てかえは、建設が遅れ、場所も未定と示され

ました。 

 改めて、市民会館の役割と今後について質問いたします。 

 現在の市民会館の大ホール、小ホール、会議室の稼働状況と使用目的の傾向についてお聞か

せください。 

 以下、一問一答で質問席にて行います。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 答弁願います。市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 現市民会館の各施設の昨年度の使用率ですが、大ホールは88％、

小ホールは66％、会議室は58％となっております。また、各施設の主な使用目的は、大ホール

では音楽での利用が20％、大会・講演会が17％の順に多く、小ホールでは、大会、講演会が



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

令和５年第４回定例会会議録第５号（12月11日） 

－45－ 

21％、音楽での利用が12％の順となっております。会議室につきましては、会議や研修などに

利用されている状況です。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 土日は、大ホール92％、小ホールも83％と、希望しても予約できませ

ん。 

 このような利用状況で、市は新たな市民会館を文化芸術と強調しますが、市民会館で整備す

るのであれば、音楽の団体以外も使用できるようにするべきではありませんか。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 新市民会館の大ホールは、千葉市民会館再整備に係る基本計画を

踏まえ、演劇やミュージカルなどの大型舞台芸術やクラッシックやポピュラー音楽などのプロ

の大規模な公演から、市民団体の公演や全国レベルの大会、大規模イベントの誘致まで、様々

なジャンルに対応することができるように整備をすることとしております。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 小ホールは、音楽系が12％の利用で、大会や講演などが約２割です。

人数的に利用しやすく、今後もニーズがあると思えますが、どう認識していますか。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 新市民会館の小ホールは、小規模な音楽コンサートや演劇、市民

団体が行う小規模な発表会など、多用途で使用できるように整備をすることとしております。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 現在の会議室は９あり、８人から100人までと、様々な人数で多様な

用途で活用できるようになっており、使用率は58％ですが、以前は80％もありました。市民自

治を育てる点でも大事な施設ですが、市の認識と今後同様の整備について見解を伺います。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 市民会館は、市民の文化の向上を図り、福祉の増進に寄与する施

設と位置づけており、整備に当たっては、再整備基本計画の基本コンセプトの１つである千葉

市の文化芸術の振興、創造の実現に向け、文化芸術活動に必要な大ホール、小ホールなどとと

もに、市民会館として必要な会議室を検討してまいります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 次に、新たな施設整備に当たって伺います。 

 千葉市では、群馬県太田市や山形県鶴岡市の施設を参考にしていると以前答弁しました。参

考にした施設では、何を参考にし、教訓にしたのですか。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 令和３年度に再整備基本計画を策定する際に、新市民会館の概算

建設費を積算するため、それ以前に整備された群馬県太田市の太田市民会館や山形県鶴岡市の

鶴岡文化会館など、類似施設の建設単価を参考としたものであります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 10月12日に盛田市議とともに太田市民会館を見学しました。人口約22

万人で、駅前の市民会館が老朽化と建築基準法や消防法の改正により基準に合致しないことか

ら建てかえました。市民会館利用者を中心とする芸術・文化関係団体の代表者と市の関係者で

調査研究し、議会でも現地調査など行ったとのことです。 
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 移動は、車の利用が欠かせず、広大な駐車場がありました。大ホールは音響もすばらしく、

障害者用の椅子も可動式で自由に配置でき、反響版は自動で操作され、舞台やオーケストラピ

ットなど、様々な場面で利用できます。リハーサル室も、照明やスクリーンなどイベントが実

施でき、舞台と同じだけの広さがあることも魅力でした。 

 千葉市では、市民説明会を１度開催し、新たな会議を設置しません。建設費のコストだけ見

習うのではなく、太田市のように議会も含めて市民や関係者と議論し、整備を進めるべきでは

ないですか。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 市民や関係者との議論の機会につきましては、令和３年度の再整

備基本計画策定に際し、市民意見募集を行い、公演者や鑑賞者の視点から施設や設備に関する

要望などの約150件の御意見をいただきました。また、昨年度には、基本計画の市民説明会を

開催し、細かい設備や利用者の動線など、市民の方が気になる点について意見交換を行ってお

り、新たな議論の場につきましては予定しておりません。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 千葉駅のＪＲとの合築は、駅前とはいえ、余りにも駐車場が少なく集

客の課題も多いです。市庁舎脇の庁舎跡、議会棟跡地であれば、単独で施設整備ができ、また、

駐車場は土日も含めて活用できるメリットも多く、好立地ではないですか。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 新市民会館の整備場所につきましては、現在、建設費の再計算と

ともに、ＪＲ東日本千葉支社跡地や市有地で建設した場合との比較検討等を含め、検証作業を

進めているところであり、全体の事業費や利便性等の視点を総合的に勘案し、慎重に検討を行

っているところでございます。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 太田市民会館では、トイレが少なく、女性トイレは行列ができる課題

がありました。光熱費上昇も考え、太陽光パネルなども含めて整備すべきではないですか。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 新市民会館の詳細な設備につきましては、今後検討をしてまいり

ます。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 合築の場合、トラックの搬入なども物理的に厳しいと想定されます。

１階から搬入できるために合築ではなく、単独で実施すべきではないですか。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 市民会館の再整備につきましては、現在、ＪＲ東日本千葉支社跡

地や市有地で建設した場合との比較検討を進めているところであり、利用者の利便性をはじめ

として、本市の文化芸術の拠点としての役割を担う上で重要な事項について総合的に勘案し、

慎重に検討を進めてまいります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 次に、住みよい花見川区のまちづくりについて。 

 初めに、幕張駅北口についてです。 

 ＪＲ幕張駅北口は、８月に広場がオープンしました。党市議団が行ったアンケートでは、駅
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前が殺風景だ。花や木など植えないのか。バス停付近には屋根はあるものの、駅に行く階段に

屋根がないため濡れてしまう。トイレや駐輪場も近くに整備されるのか。バス停には辛うじて

ベンチはあるものの、そのほかの整備はされていないなどなど、たくさんの御意見や要望が寄

せられています。 

 また、街灯が道路上にあり、視覚障害の方がぶつかると懸念する場所の配置など、改善が必

要と思われます。 

 このような市民の要望に、市は駅前広場の整備をどう進めていきますか。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） ＪＲ幕張駅北口駅前広場につきましては、本年８月１日に供用開

始しましたが、駅前広場で残されました整備のうち、交通島につきましては、地域の皆様の声

に耳を傾けながら、今年度からデザイン等の検討を進め、来年度以降に設計と整備を行ってま

いります。そのほかの御意見については、今後の利用状況を確認しつつ、駅前広場等利用者の

御意見をお伺いいたしてまいります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） ＪＲの階段に屋根を求めた際、建築基準法上の問題で全てにかけられ

ないと言われましたが、前が歩道になり、屋根を新たに整備は可能ですか。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） ＪＲ幕張駅北口の階段部分への屋根の設置につきましては、駅前

広場ができましたことにより、建築基準法における道路斜線の問題はなくなりましたので、屋

根の設置は可能でございます。 

 なお、階段はＪＲ東日本が所有しておりますことから、ＪＲ東日本に対して引き続き要望を

伝えてまいります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 11月まで駅前で移動販売車が実施しましたが、その評価と今後の対応

をお聞かせください。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 移動販売車は、本市が実施しておりますＪＲ幕張駅北口駅前広場

キッチンカー実証実験の一環としまして、本年８月７日から御出店いただいておりますが、先

月末時点での出店回数は73日間、利用者数は延べ3,115人であり、駅前広場のにぎわい創出と

利便性の向上に一定の効果が得られたものと考えております。 

 営業休止後の対応につきましては、移動販売の実施事業者でございますマックスバリュー関

東株式会社から、エリアを拡充して再開するとの御提案を頂戴いたしており、来月中のサービ

ス開始を目指し、現在、関係者との調整を進めております。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） ＪＲ任せでなく、市の側で屋根の整備をしていくことやクリスマスツ

リーなどを楽しめるような取組も求めておきます。 

 次に、ワンルームマンションについてです。 

 今回、ワンルームマンション建築指導要綱の条例化に関する陳情が撤回されましたが、提出

した経緯があります。幕張でのワンルームマンション建設や幕張本郷でも同様のワンルームマ

ンションが建設予定であり、周辺住民は困惑しております。 
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 2016年第１回定例会にて、陳情第２号・千葉市ワンルームマンション建築指導要綱を見直し、

条例化することに関する陳情と陳情第３号・千葉市住宅政策の見直しとワンルームマンション

への対応に関する陳情が審議されました。 

 その際、標識の設置を事前に周知を求め、閲覧できるように求めていますが、市は、閲覧制

度はどう検討されましたか。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 近隣居住者に対しまして必要な情報などを検討いたし、建築物の

概要や届け出経過などを記した概要書を閲覧できるようにするため、平成29年に要綱改正いた

し、閲覧制度を創設いたしております。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） １戸当たりの専用面積は、千葉市住生活基本計画による25平米と求め

ていますが、現状は20平米以上のままで、何ら改善されていません。ほかの自治体では25平米

がスタンダードであり、市も基準を上げるべきではないですか。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 家賃の変動及び市外からの若者の流入への影響などを考慮いたし

まして、平成29年に１戸当たりの専用面積を16平方メートルから20平方メートルに変更したも

ので、引き続き社会状況の変化などに対応した検討を行ってまいります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 以前の陳情では、住民が紛争解決した事例集はないと答えましたが、

当時から景観と住環境を考えるネットワークでは、紛争対応事例集はありました。市は、その

後、建築紛争で何を検討したのですか。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 概要書の閲覧制度やあっせん制度に加えまして、昨年度は、近隣

住民に対する事前説明の方法について検討を行い、制度の導入を図るなど、建築に伴います紛

争の未然防止に努めているところでございます。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） そもそも住民は、隣にワンルームができる経験は、ほぼ初めて遭遇し、

何をどうしたらよいのか手探りで行政を頼ります。業者は、そもそもこうした問題に手なれて

おり、行政は住民に親身な対応が求められますが、そうした対応はされましたか。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） ワンルームマンションの建設に伴います相隣関係などにつきまし

て、近隣住民の皆様から苦情等があった場合、本市は建築主に対しまして丁寧に説明し話し合

うよう指導いたしておりますが、当事者同士だけでは解決を図れない場合、問題を双方の歩み

寄りにより解決を目指すあっせん制度を平成29年に導入したところでございます。 

 今後も、ワンルームマンション建築指導要綱に基づく指導や要綱に定めのあるあっせん制度

を適切に運用し、建築に伴う紛争の未然防止に努めてまいります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 要綱のままでは、当事者と事業者との間で紛争の解決には事業者の良

心に頼るしかない面があり、条例化で事業者の責務と住民側の要望を出し対応できるため実施

すべきです。お答えください。 
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○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） ワンルームマンションの建築に係る紛争に対しましては、本市職

員の立会いのもとに、紛争当事者の双方が話し合いにより解決するあっせんにより対応してお

り、あっせんは条例化にした場合でも、その仕組みにおいては異なるものではございません。 

 現時点、ワンルームマンションの建築に係る指導は、社会情勢の変化等を踏まえ、基準を柔

軟かつ迅速に改正できる要綱によることが比較的適しているものと考えております。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 要綱ではあっせんにとどまりますが、条例の場合、調停まで実施でき、

より話し合いが具体化するため検討すべきです。お答えください。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 調停制度は、争点が多岐にわたります紛争に対しまして、専門性

を有する調停委員が争点に関する調停案を提示して解決を図ろうとするものですが、ワンルー

ムマンション建築指導要綱では、調停案を必要とするような建物形態などを争点とするもので

はなく、ごみ集積場の確保や自転車駐車場の確保などといった基準を争点としておりますこと

から、調停委員によらないあっせんにより対応しているところでございます。 

 また、調停委員を必要とせず、当事者間の話し合いの機会を設けるあっせんは、要綱での対

応が可能でありますことに加えまして、社会情勢の変化等を踏まえ、基準を柔軟かつ迅速に改

正できますことから、ワンルームマンションに対する指導につきましては、要綱によることが

適しているものと考えているところでございます。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 住んでいる方が安心して住めるまちづくりのために、条例化を強く求

めておきます。 

 次に、花見川の活性化についてです。 

 昨年12月の一般質問でも取り上げましたカヤックについてです。 

 今年度は、カヤック体験が頻繁に計画されています。私は７月29日と12月９日も参加し、盛

田議員も参加しました。何度も体験していますが、撮影を試みると岸の近くで座礁する事態と

なり、レスキューの方に対応していただきました。ごみ拾いは、川岸で方向転換なども容易で

はなく、追い風のときはすいすい漕ぐことができても、戻るときには時間がかかり、配分も難

しいです。 

 10・11月、12月と土日に毎月開催し、４艘が６艘に増えました。カヤック操舵の説明、ネイ

チャーツアー開始し、川の上でコーヒーブレイクし、自由に操舵する企画は、１時間半で、中

学生以上で3,000円、小学生で1,500円かかります。丁寧に安全面も確保は分かりますが、市も

関わりながら、自己負担がやや高いと感じますが、見解を求めます。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 利用時間や利用料金につきましては、これまで実施したイベント

参加者の御意見などを参考にいたしまして、本市と運営者が協議をしながら、運営者において

最低限の収支を確保できる設定といたしており、１人当たり45分間で1,500円が１つの目安と

なっております。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） にぎわいという点では、単発で参加者を募る程度で、今後の展開はど
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う検討していますか。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 花島公園お花見広場周辺でのカヤック体験につきましては、一昨

日も花見川団地のイベントとあわせまして開催をいたしているところでございますが、これか

らも、川辺のさらなる魅力向上に向けまして、桜の開花や秋の行楽シーズンなど多くの参加者

が見込める時期に開催してまいりますことや花見川区民まつりや花見川団地マルシェとの連携

などに取り組んでまいります。 

 また、本年８月に国土交通省へ登録されました印旛沼・印旛放水路かわまちづくり計画に基

づきまして、水辺のさらなるにぎわいの創出に向け、県と協議の上、護岸や駐車場の整備など

にも取り組んでまいります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 川沿いの草が生えていたために、犯罪の温床になるとの懸念の声もあ

りました。この間、草刈りがやっと行われましたが、予算を増額し、さらに改善すべきではあ

りませんか。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 花見川沿いの良好な自然環境につきましては、本市が河川を生か

したまちづくりを進めていく上で非常に重要な場所であると認識しております。河川沿い草刈

りにつきましても、河川管理者でございます千葉県に印旛沼・印旛放水路かわまちづくり計画

の協議とあわせまして、協議、要望をいたしてまいります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 一昨日は、川岸にごみが目立ちました。たんすが捨てられていたとの

指摘もあり、ごみ拾いもしながら、川面に映る景色もきれいになるよう、周辺環境整備も求め

ます。 

 次に、買い物支援についてです。 

 買い物難民の対策について伺います。 

 花園地区買い物支援を求める会は、10月９日に10回目の懇談会を実施、世話人会も適宜行い、

情報交換に努めてきました。買い物しやすいよう、新検見川駅西口のガード下に壁面両脇に手

すりが設置され、駅ロータリーから西友まで点字ブロックの敷設は、今年度中に実施予定です。 

 ６月議会で、スーパーから半径500メートルを超えた場所は、買い物難民との指摘のもと、

全区のスーパーの実態を図で確認しました。 

 中央区では、県都中心だけあってスーパーが集中してありますが、椿森、院内、亥鼻、葛城、

宮崎、仁戸名、大巌寺や生浜などは、空白地域もあります。 

 花見川区では、幕張でヨーカドー周辺を除けば広大な空白地域であり、本郷３・４丁目、検

見川、花園町、朝日ヶ丘、浪花町、畑、武石、長作、犢橋、み春野、柏井、横戸、内山、大日、

宇那谷と、広大な空白地域となっています。 

 稲毛区では、稲毛町、黒砂、小中台、園生町、長沼原などが空白の地域も一部あります。 

 若葉区は、モノレール延伸沿いに集中してありますが、大宮、更科、泉など広大な空白地域

となっています。 

 緑区は、スーパーが重なる区域が多く、古市場、おゆみ野、誉田、あすみが丘の一部が空白

で、越智には全くありません。 



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

令和５年第４回定例会会議録第５号（12月11日） 

－51－ 

 美浜区は、埋立地域ということもあり、かなり計画的に配置され、磯辺、真砂、幕張西で一

部空白となっています。   

 千葉市のこのような状況を市はどう認識していますか。 

○議長（石川 弘君） 総合政策局長。 

○総合政策局長（峯村政道君） 日常生活の基盤となりますスーパーまでの距離を可視化する

ことは、買い物支援を検討する上で有益な取組の１つであると認識をしてございます。しかし

ながら、支援を必要とする地域かどうかは、地域の人口、高齢化率、公共交通、当該地域で提

供されているサービスや地域コミュニティの状況などによって異なりますことから、このよう

な地域の実態を的確に把握することが重要と考えております。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 住宅が密集し、スーパーがない地域に市が主体的に対策を講じるべき

ではないですか。 

○議長（石川 弘君） 総合政策局長。 

○総合政策局長（峯村政道君） 買い物支援の検討に当たりましては、人口密度やスーパーま

での距離だけでなく、本人の健康状態、家族環境や地域コミュニティの状況等を含めた実態の

把握が重要であると考えております。 

 このため、高齢者や町内自治会などからの相談、要望を踏まえ、本人や地域の状況を的確に

把握した上で、あんしんケアセンターや社会福祉協議会区事務所などの支援機関を通じた家事

援助や民間事業者が提供する移動販売や宅配サービスの御案内など、個々の地域の実情に応じ

た適切な支援を行ってまいります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） スーパーがすぐに配置できない場合、移動販売車をくまなく配置が重

要です。この間、花園地区の買い物支援の方が火曜日のカフェトモ、金曜日の浪花町でとくし

丸が来て買い物できるようになり、支援の会の方は重い荷物を高齢者のお宅の冷蔵庫に入れる

まで手助けし、高齢者はスーパーがなくなって気落ちしていましたが、今では元気になり、周

りへの感謝と体力も回復したそうです。支援の会の方が献身的に活動し、コミュニケーション

の輪が広がり、地域で住み続けられるまちづくりが進んでいます。 

 市はこの取組をどう評価していますか。 

○議長（石川 弘君） 保健福祉局長。 

○保健福祉局長（今泉雅子君） 地域で買い物に困っている高齢者に対し、介護保険サービス

や有料サービスとは別に、地域の担い手によって生活上の支援が行われることは、地域包括ケ

アシステムの構築に資するものであり、高齢者の不安を軽減し孤立を防ぐとともに、高齢者が

生き生きとした生活を送る後押しとなっているものと考えております。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） この間、幕張駅北口の移動販売車の社会実験が終わり、マックスバリ

ューから社会福祉協議会を通じて、民生委員関係者に移動販売車の手配の手上げを求める会議

があり、事業者、行政、住民の間で具体化を図るように取組が進んできました。 

 買い物困難地域に整備を求めるものです。移動販売車もとくし丸以外にヤックスやイオンな

ど、それぞれ手数料の取り方も違います。 

 マックスバリューの進出は、手数料を取らないよう働きかけてはどうですか。 
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○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） 手数料を含む具体的な事業内容につきましては、各事業者が

判断するものと考えておりますが、地域からの御要望につきましては、情報提供してまいりま

す。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） とくし丸などは、希望者が応募し、その方と契約し、地域に余り知ら

せないでほしいと言われています。 

 しかし、買い物難民となる市民からすれば、移動販売車がどこに何時に来ているのか、一定

の選択肢として情報共有できるようにすべきではありませんか。 

○議長（石川 弘君） 保健福祉局長。 

○保健福祉局長（今泉雅子君） 個々の移動販売車の販売スケジュールなどは、随時変更する

こともあることから、事業者から直接地域に伝えられることが望ましいと考えております。 

 本市では、買い物が困難な市民にとって、移動販売の情報は生活に欠かせないものであるた

め、あんしんケアセンターに配置した生活支援コーディネーターが収集した問い合わせ先など

の情報を市のホームページに掲載しております。引き続き、区役所や市社会福祉協議会との連

携強化を図り、地域資源の情報収集や周知に努めてまいります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 八千代市では、市の長寿支援課が関わり、移動販売車と連携し、地域

の方と情報共有し、売り上げが下がらないよう周知し、市全域をカバーできるよう、移動販売

車の時間帯をマップ化していました。このような取組が求められていませんか。 

○議長（石川 弘君） 保健福祉局長。 

○保健福祉局長（今泉雅子君） 移動販売車の販売スケジュールなどは、事業者から直接地域

に伝えられることが利便性が高く、望ましいと考えますが、移動販売の情報は生活に欠かせな

いものであるため、生活支援コーディネーターが収集した情報を市のホームページに掲載して

おります。引き続き、区役所や市社会福祉協議会と連携し、地域資源の情報収集や周知に努め

てまいります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 千葉市の生活支援サイトは、花園地区で買い物支援を入力し、地元の

対応する事業者は少なく、しかも既にいっぱいで対応できない状況もあります。これでは、地

域に合ったものとはほど遠く、もっと実態に即した情報提供をするよう改善を求めます。お答

えください。 

○議長（石川 弘君） 保健福祉局長。 

○保健福祉局長（今泉雅子君） 生活支援サイトは、高齢者の在宅生活を支えるための通いの

場やボランティアや民間企業が行うサービスなどについて、生活支援コーディネーターが直接

現場を訪問して把握した地域資源情報について掲載しているものです。 

 移動販売については、問い合わせ先や開設場所、事業者が作成したチラシなどの情報を掲載

しております。引き続き、情報の把握、提供に努めるとともに、事業者に対しては、区役所や

町内自治会の掲示板など、市民の皆様が普段目にする場所を活用したお知らせ方法について御

案内してまいります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 
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○49番（中村公江君） 次に、飴安跡地をめぐる問題についてです。 

 飴安跡地は、レーゼンビルドが購入し、ほかの企業に転売との情報が入り、買い物支援の会

では、使い道は単なる宅地とならないよう、スーパー誘致の検討を求めました。 

 市は、その後の建築の動きを把握していますか。また、市として働きかけるよう求めますが、

お答えください。 

○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） 現在、建築に関する情報は把握しておらず、土地所有者に対

し働きかける考えはございません。なお、スーパーなど商業施設の出退店については、採算性

などを考慮し、事業者の責任によって判断されるものでありますが、当該地域の住民の皆様か

らの御要望につきましては、大手スーパー等に情報提供を行っております。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 全国的には、買い物弱者対策として、自治体が支援策を掲げています。 

 富山県では、閉店したスーパー跡地を活用し、ミニスーパーマーケットの開設、中津市では、

地域住民の買い物支援のための店舗開設、芦屋町では、町でスーパーを建設し、建物と土地を

貸し付ける方式で開設、富良野市でも市長が認めた買い物不便地域で、小売店舗の出店する中

小企業者に新築改修費、備品購入費、店舗賃貸料36か月の３分の２以内の補助をしています。 

 こうした先進自治体に学び、スーパー誘致を市として取り組むべきではありませんか。 

○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） 商業施設の出退店につきましては、事業者の責任によって判

断されるものであると認識しておりますが、買い物支援につきましては、地域からの御相談や

御要望に対し、関係部局の連携のもと、当該地域における買い物に関するサービスの状況等を

踏まえた実態を的確に把握するとともに、支援の必要性や方向性を判断し、あんしんケアセン

ターや社会福祉協議会区事務所などの支援機関との連携、移動販売の実施事業者との調整など、

個々の地域の実情に応じた支援を実施しております。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） スーパーがあることでコミュニケーションが生まれ、歩いて買い物を

し、自分で食事をつくり、自宅でいつまでも元気に過ごすことができる源になります。ヘルパ

ーなどが不足し、サービス提供が追いつかない中、スーパー誘致で健康で元気に暮らせるまち

づくりを実現できることになり、財政的にも介護負担を軽くさせ、安心して住めるまちづくり

につながると考えませんか。 

○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） 商業施設の出退店につきましては、事業者の責任によって判

断されるものでありますが、高齢者にとって外出することは、適度な運動による心身の健康維

持や人とのコミュニケーションによる生きがいづくり、孤立化の防止など、多くの面で効果が

あると認識しております。 

 このことから、外出を促す取組や身近な地域の集いの場の確保、介護サービスの提供などを

行っているところでありまして、引き続き外出の支援に取り組んでまいります。 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員。 

○49番（中村公江君） 先日も、ＮＨＫのクローズアップ現代で買い物難民の問題を特集して

いました。買い物できなくなれば、閉じこもりがちになり、鬱状態になると指摘されていまし
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た。無人化したスーパーを誘致し、住民同士で会計のやり方を教え合うなど、工夫した先進事

例も示されていました。 

 また、船橋では、こうした宅配ガイドマップというものがありまして、ここでは具体的に、

その宅配マップの使い方というのを詳しくマップ化していて、しかもこの具体的な中身につい

て地域別のお店の取扱品目、配達料の有無、店頭、電話、注文、そして営業時間など、知りた

い情報が分かりやすくなっていて、参考にすべきではないかと考えます。ぜひ、千葉市もこう

した先進的な例に学んでいただきたいと思います。 

 市は、高齢者が買い物できないことがいかに困難か、事業者、住民任せでなく、より主体的

にこの問題に取り組むよう求め、私の一般質問を終わります。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 中村公江議員の一般質問を終わります。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午 後 ２ 時 38 分 休 憩 

────────────────────────── 

午 後 ３ 時 10 分 開 議 

○議長（石川 弘君） 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 一般質問を続けます。５番・須藤博文議員。 

〔５番・須藤博文君 登壇、拍手〕 

○５番（須藤博文君） 自由民主党千葉市議会議員団の須藤博文です。 

 12月10日から16日までは、北朝鮮人権侵害問題啓発週間ということで、一刻も早い拉致間題

の解決、これを願ってブルーリボンバッジ着用で、通告に従いまして、一般質問させていただ

きます。頑張ります。 

 第１、フェーズフリー防災についてです。 

 私たちは、日常時というフェーズと非常時という２つのフェーズの中で暮らしをしています。

そう考えれば、日常時にしか使えない、もしくは非常時にしか使えない物やサービスよりも、

両方のフェーズで便利に活用できる物やサービスのほうがよいのではないでしょうか。 

 日常時のフェーズと非常時のフェーズ、これをなくす。近年注目されている備えない防災、

これがフェーズフリー防災です。 

 難しいことではなくて、例えば、紙コップに目盛りをつけて印刷をするだけで、非常時には

計量カップになったり、赤ちゃんのミルクをつくるとき、お米を測るときに便利に測れます。 

 今治市のクリーンセンターなどは、平常時は体育館として、交流施設として使われ、災害時

は避難所として役立つフェーズフリーなごみ焼却施設として生まれ変わりました。 

 さらに、フェーズフリー防災を考える上で、私がお勧めしているものとしては、この千葉市

の企業がつくっている、アルソナαという便器、フェーズフリーな便器があります。近年、千

葉市内では、小中学校をはじめ、各施設にマンホールトイレの備蓄が進められてきました。し

かし、訓練時にマンホールトイレを組み立てた住民の方々からは、こんな声が聞こえてきまし

た。 

 マンホールトイレは、下水道が断裂した場合は使えないのではないの。女性としては、幾ら

周りを囲んだとしても使いづらいし、暗い道をこのマンホールトイレまで行くまでの道が怖い。

こういった声に応えて、アルソナαは、普段使っているトイレが非常用排水キャップを外すの

みで水洗トイレからぼっとん便所、落とし込み式または簡易水洗トイレに変更できる、まさに
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フェーズフリーなトイレ。これは現在、公衆トイレ、学校、介護施設、マンション管理室、戸

建て住宅など、北海道から九州まで導入事例があるとのことです。 

 そこで、フェーズフリー防災について、３点お聞きします。 

 １つに、千葉市として、住民の方へのフェーズフリー防災の啓発について、どのような考え

を持っていますか。 

 ２つに、千葉市の学校、病院、清掃工場において、フェーズフリーの考え方を取り入れた取

組を行っていますか。 

 ３つに、先ほど紹介したフェーズフリーなトイレ、アルソナαを千葉市の公園において既に

導入しているとお聞きしましたが、導入実績と導入の理由について御教示ください。 

 続いて、第２、マンホール広告、マンホールカードについてです。 

 これから、老朽化した公共インフラが耐用年数を迎えることが予想されます。全国の下水道

管のうち、10年後には18％、そして20年後には40％が耐用年数である50年を超過すると言われ

ています。 

 総延長で約49万キロにわたる下水道管は、健康で快適な市民生活を維持するために不可欠な

インフラです。このままの勢いで老朽化が進めば、下水道料金の値上げが余儀なくされること

が予想されています。実際、千葉市も令和６年４月から、下水道料金が平均5.4％の値上げと

なります。 

 これを解決する手段として、広告事業を提案します。今、電柱に広告をつける事業が千葉市

内でも実施されています。それと同様に、今度は、マンホールに企業広告をつけて収益を上げ

るのはどうでしょうか。 

 2018年、埼玉県所沢市が初めてマンホール広告事業を導入したのに続き、愛知県豊川市、豊

橋市、犬山市、大阪府枚方市、寝屋川市、福岡県中間市、神奈川県小田原市と、マンホール広

告の事業は推進されてきました。 

 特に、いち早くマンホール広告を始めた埼玉県所沢市では、単なるマンホール広告ではなく、

防犯も兼ねて夜間の視認性を上げるべく、イルミネーションマンホールとしてＬＥＤライトを

埋め込んだデザインマンホールぶたを業者に依頼して、新たに開発、設置されました。2021年

度の広告料収入は約770万円に上り、所沢市の新たな自主財源となっただけなく、アニメキャ

ラクターのマンホールぶたは、全国各地からキャラクターのファンを集める観光資源にもなり

ました。 

 また、下水道企画部として、この有効なツールとしては、もう一つ、マンホールカードが挙

げられます。観光促進や地域のことのみならず、下水道のことを皆さんに知っていただくため

のきっかけとして有効だと考えています。千葉市でも、２種類のマンホールカードを現在も配

布しています。 

 そこで、マンホール広告、マンホールカードに関連して、６点お聞きします。 

 １つに、千葉市の下水道管の耐用年数はどれぐらいなのでしょうか。 

 ２つに、それに対応して下水道使用料の値上げはどのように考えているのでしょうか。 

 ３つに、マンホールぶたを活用した広告導入について、千葉市の考えを聞かせてください。 

 ４つに、マンホールぶたを活用した広告導入について、検討すべき課題は何でしょうか。 

 また、５つに、開府900年という節目に向けて、新たなマンホールカードの検討状況を教え

てください。 
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 ６つに、このマンホールカード作成に当たり、マンホールぶたやカードの予算規模を教えて

ください。 

 第３、障害者就労施設等からの物品等の調達の推進についてです。 

 令和５年度障害者白書によると、障害者の占める割合は約9.2％、そのうち身体障害者の方

は436万人、精神障害者の方は614万8,000人、さらに、知的障害者の方は109万4,000人となっ

ています。 

 そして、こうした障害者の方々の自立を促すために、平成25年、2013年に障害者優先調達推

進法が施行されました。施行から10年が経過した現在において、障害者の方の賃金はいまだ低

いままです。当該法律の定めた目的を達するには、ほど遠い状況になっています。 

 そこで、３点お聞きします。 

 １つに、千葉市における障害者就労施設等からの物品等の調達状況について教えてください。 

 ２つに、他市、特に船橋市などと比べて圧倒的に仕入れ額が低い要因はどのように考えてい

ますか。 

 ３つに、今後の目標値はどのように考えていますか。 

 続きまして、第４、2024年問題についてです。 

 2024年問題といえば、公共交通、医療業界、建築業界、様々な面に影響を与えますが、今回

はなかなか注目されない物流業界にスポットを当てて質問させていただきたいと思います。 

 2024年４月からトラックドライパーの時間外労働、960時間上限規制、さらには改正改善基

準告示が適用され、労働時間が短くなります。そのことによって、輸送能力が不足します。ま

さに、物が運べなくなる可能性が懸念されています。 

 そこで、物流の2024年問題について、２点お聞きします。 

 １つに、千葉市における物流の現場における2024年問題に向けて、千葉市としてどのような

問題意識を有しているのか、御教示ください。 

 ２つに、人手不足問題について、具体的な取組、さらには実績について教えてください。 

 第５、自動運転、ドローンについてです。 

 千葉市では、モビリティーの活用による幕張新都心の回遊性向上を目指し、海浜幕張駅や幕

張ベイタウンを経由した自動運転バス等の実証実験を行ってきました。また、東京湾臨海部の

物流倉庫からドローンにより海上や河川の上空を飛行し、幕張新都心内の超高層マンション各

戸へ生活必需品、処方薬を含む医薬品等を配送するドローン宅配構想を掲げ、その実現に向け

て、これまで実証実験を行ってきました。 

 そこでお聞きします。 

 １つに、千葉市における自動運転の実証実験について、今までの経緯、それから、今後の計

画を教えてください。自動運転のレベルも明らかにしながら答弁いただけると幸いです。 

 ２つに、千葉市におけるドローン宅配構想の進捗と今後の計画について教えてください。 

 第６、最後は、千葉市の観光政策についてです。 

 土日、祝日に幕張メッセで大きなイベントがあった週明けの月曜日、海浜幕張駅では多くの

空き缶やごみが散乱しています。 

 先日、私は京都に訪れて、観光振興政策についてヒアリングをさせていただきました。そこ

で、京都市が掲げているスローガンは、住んでよし、訪れてよし、働いてよし、この理念です。

観光政策をやる上では、基礎となるのは、まずは、一番大切にすべきは、地域住民だと思いま
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す。 

 そこで、海浜幕張駅の周辺の観光についてお聞きします。 

 １つに、地域住民の方々との共存を果たすための施策は何か考えていますか。 

 ２つに、今後、ベイパークが完成するとなると、観光客と相まって打瀬地区、若葉地区の交

通渋滞が見込まれますが、解消策としては何か考えていますか。商店街の道路に駐停車が増え

て、地域住民の方々が困っているとの声も上がっていますが、対応策は何かありますか。 

 そして観光政策のうち、もう１点、千葉市の観光を語る上で外せないランドマークである千

葉ポートタワーについてお聞きします。 

３つに、千葉ポートタワーの観光的な位置づけは、どのようなものでしょうか。 

 ４つに、千葉ポートタワーの来場者数、収支はどうなっていますか。 

 ５つに、千葉ポートタワーは、最寄り駅は千葉みなと駅ということですが、徒歩12分、バス

など公共交通機関のダイヤはどうなっていますか。 

 ６つに、指定管理者制度、千葉ポートタワーも指定管理者制度を取り入れていますが、指定

管理者制度全般についての利点と欠点をどのように捉えていますか。千葉ポートタワーの運営

状況の管理、指定管理者の財務状況の把握及び直近の評価結果について教えてください。 

 以上で、１回目の質問とさせていただきます。答弁、よろしくお願いいたします。 

 以後、２回目の質問は質問席からお聞きします。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 答弁願います。危機管理監。 

○危機管理監（相楽俊洋君） フェーズフリー防災についてのうち、所管についてお答えしま

す。 

 市民の皆様への啓発についてですが、フェーズフリーの考え方は、防災対策にぜひ取り入れ

ていきたいものと考えております。現在、本市でも、普段利用している食料や日用品を少し多

めに買い置きし、消費した分を補充するローリングストックによる備蓄や在宅避難を行うため

の家具転倒防止対策、さらに使いなれた町内自治会集会所を災害時に活用する地域避難施設認

定制度など、フェーズフリーの考え方を含む対策について、防災パネル展や出前講座、市政だ

より、市ホームページなど、様々な機会を通じて周知啓発を図っているところであります。 

 今後も引き続き、フェーズフリーの考え方を取り入れた防災対策について、市民の皆様に有

効性等を説明しながら普及が進むよう努めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 教育次長。 

○教育次長（秋幡浩明君） フェーズフリー防災についてのうち、所管についてお答えします。 

 学校におけるフェーズフリーの考え方を取り入れた取組についてですが、学校には、当初か

らフェーズフリーの考え方により整備を行っているものはございませんが、地域の避難所とし

て、様々な防災設備、備品があり、非常用井戸など、日常時でも活用が可能なものがあります。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 病院局次長。 

○病院局次長（佐藤ひとみ君） フェーズフリー防災についてのうち、所管についてお答えし

ます。 

 病院におけるフェーズフリーの考え方を取り入れた取組についてですが、院内の雑用水とし

て井戸水を活用するなど、災害時にも病院機能が維持できるよう努めており、新病院において
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は、院内の飲用水や雑用水として井戸水を活用するほか、かまどベンチを備えた防災広場を設

けるなど、同様の考え方で整備を進めることとしております。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 

○環境局長（宮本寿正君） フェーズフリー防災についてのうち、所管についてお答えをいた

します。 

 清掃工場におけるフェーズフリーの考え方を取り入れた取組についてですが、現在稼働して

いる新港及び北清掃工場の敷地内に、余剰電力を活用した電気自動車の急速充電設備を設置し

ており、通常時はＥＶ等の普及促進を目的として無料開放し、災害時には、支援が必要な施設

へ電気を届けるためのＥＶ等の充電拠点として機能させることとしております。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） フェーズフリー防災についてのうち、所管についてお答えいたし

ます。 

 公園におけるフェーズフリーなトイレの導入実績と理由についてでございますが、フェーズ

フリーなトイレは、大規模公園では、蘇我スポーツ公園に１棟、昭和の森に２棟、身近な公園

では、園生三和公園に１棟の合計３公園、４棟を設置いたしております。 

 設置の理由でございますが、蘇我スポーツ公園は、本市の広域防災拠点に、昭和の森は、本

市の広域避難場所でありますとともに、県の広域防災拠点に位置づけられ、いずれも災害時に

おける重要な施設でありますことから、導入をいたしたものでございます。また、園生三和公

園につきましては、公園を新たに設置するに当たりまして、地元との協議、調整を踏まえ、整

備したものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 建設局長。 

○建設局長（水間明宏君） マンホール広告、マンホールカードについてお答えします。 

 まず、下水道管の耐用年数についてですが、本市の下水道管は、主に硬質塩化ビニール管や

鉄筋コンクリート管を使用しており、国の通知によると標準耐用年数は50年となっております。 

 次に、下水道管の老朽化対策費用が増加する中での下水道使用料の値上げについてですが、

本市では、昨年度末で約3,800キロメートルの下水道管を保有し、そのうち、10年後には建設

後50年を経過する下水道管が715キロメートルとなり、全体の約19％を占め、改築更新にかか

る費用が増加する見込みとなっております。 

 このようなことから、さらなるコスト縮減を図るため、改築更新をより効率化するなどの取

組を実施することとしておりますが、必要に応じて使用者の皆様に適正な御負担をお願いする

必要があるものと考えております。 

 次に、マンホールぶたを活用した広告導入についてですが、本市においても、下水道事業を

安定的に継続していくためには、マンホールぶたなどの下水道資源を活用した新たな収入の確

保は必要であると考えており、国の動向や他都市の事例、広告主になり得る民間事業者のニー

ズなどについて調査研究してまいります。 

 次に、マンホールぶたを活用した広告導入において検討すべき課題についてですが、道路上

の広告物となるため、現状で道路占用許可基準や屋外広告物条例の規定に適合していないこと
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が課題と考えております。 

 次に、開府900年の節目に向けた新たなマンホールカードの検討状況についてですが、マン

ホールカードは、カード型の下水道広報用パンフレットであり、マンホールぶたのデザインや

その設置位置等を記載して作成するものであります。 

 本市では、市の花オオガハスなどをモチーフにしたデザインぶたと初音ミクとのコラボ市章

のデザインぶたの２種類のマンホールカードを発行しており、下水道事業のＰＲに有効なアイ

テムであることから、現在、千葉開府900年の節目に合わせた記念カードの作成について検討

しております。 

 なお、マンホールカードには、全国で統一されたフォーマットがあり、その発行に当たって

は、日本下水道協会が事務局となっている下水道広報プラットホームへの登録申請が必要とな

ります。 

 最後に、マンホールカード作成に当たり、マンホールぶた及びカードの予算規模についてで

すが、令和３年に設置した初音ミクデザインぶたの場合、マンホールぶたの製作と設置が１枚

で約50万円であり、カードの作成が１ロット2,000枚当たり４万4,000円となっております。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 保健福祉局長。 

○保健福祉局長（今泉雅子君） 障害者就労施設等からの物品等の調達の推進についてお答え

します。 

 まず、本市における物品等の調達の状況についてですが、年間の調達実績額は、令和２年度

は、31件で約497万円、３年度は、30件で約493万円、４年度は、20件で約781万円です。 

 次に、船橋市など他市と比較して仕入れ額が低い要因についてですが、本市においては、清

掃や施設管理など、１件あたり1,000万円を超えるような高額な役務などの案件がないことや

供給物品等の特色、価格帯や導入事例など情報の発信が不足していることが原因と考えており

ます。 

 最後に、今後の目標値についてですが、今年度は年間520万円としておりますが、今後、優

先調達に係る市としての責務を周知徹底し、全庁的に障害者就労施設等からの物品等の調達の

拡充に取り組んでまいります。 

 今後、障害者就労施設等が提供できる物品、サービスの掘り起こしなどにより発注を増やす

とともに、規模の大きい案件の発注は、千葉県障害者就労事業振興支援センターの共同受注窓

口を活用するなど、積極的に取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） 初めに、2024年問題についてお答えします。 

 まず、物流の現場における2024年問題に対しての問題意識についてですが、運送・物流業界

の2024年問題は、本年２月に経済産業省が発表した資料によりますと、来年度には14％、2030

年度には34％の輸送力不足が生じるとされており、産業の重要なインフラである物流の停滞を

招く可能性のある深刻な問題でありますことから、社会全体で早急に対応する必要があります。 

 本年10月には、国が物流革新緊急パッケージを策定したところであり、本市としても、国や

千葉県等の動向を注視しながら、連携して取り組んでいく必要があると考えております。 

 次に、人手不足問題に関する具体的な取組と実績についてですが、本市では、令和３年度か
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ら、中型以上のトラックの運転免許を取得し、市内企業に就職された方を対象に免許取得費用

の一部を助成しておりまして、これまでの補助金の交付実績は、累計で16件でございます。 

 また、運送業への就業、転職を検討されている方を対象に、中型トラックの運転体験や市内

企業とのマッチングを実施しており、これまでの参加実績の累計は55人でございます。 

 千葉県トラック協会千葉支部と連携しながら、恒常的な人手不足が生じている運送業への就

労、転職の支援に取り組んでいるところでございます。 

 次に、観光政策についてのうち、所管についてお答えします。 

 まず、地域住民の方々との共存を果たすための施策についてですが、本市では、地域住民が

観光への理解を深め、関わることで、まちづくりや地域の活性化が図られ、市民の皆様の本市

に対する愛着や誇りが醸成されるものと認識しております。 

 地域住民への影響が懸念される大規模イベントでは、あらかじめ地元自治会等へ丁寧に説明

を行い、開催への理解を得るとともに、地域住民のイベントへの参画機会の創出にも努めてい

るところでございます。 

 次に、駐停車と交通渋滞への対応策についてですが、本市が海浜幕張エリアで実施する大規

模イベントでは、様々な媒体を活用し、原則として公共交通機関による来場を呼びかけるとと

もに、カラーコーン設置による会場周辺エリアの交通対策を実施しているところでございます。 

 民間事業者が行うイベントにつきましては、その規模に応じて、公共交通機関による来場の

勧奨のほか、警察協議により交通規制や迂回路をあらかじめ告知するなど、対応が図られてい

るものと承知しております。 

 次に、千葉ポートタワーの観光施設としての位置づけについてですが、千葉ポートタワーは、

昭和61年に県民の人口が500万人を突破したことを記念して建設された高さ125メートルを誇る

展望施設でありまして、本市を代表する観光スポットの１つとして海辺エリアの魅力発信によ

る本市のブランディングや市内外からの集客による地域の活性化に大きく寄与する重要な施設

であると認識しております。 

 次に、千葉ポートタワーの来場者数と収支についてですが、来場者数につきましては、平成

30年度が約12万9,000人、令和元年度が約11万9,000人、２年度が約６万9,000人、３年度が約

13万人、昨年度が約15万5,000人となっています。 

 収支につきましては、現在の指定管理期間となった令和３年度の収入が約１億7,500万円、

支出が約１億7,700万円、昨年度の収入が約１億9,100万円、支出が約１億9,700万円となって

おります。 

 次に、千葉ポートタワーへの公共交通機関のダイヤについてですが、ＪＲ千葉みなと駅等を

経由する千葉駅西口との往復の路線バスが土曜日、日曜日及び祝日に１本ずつ運行されており

ます。 

 最後に、千葉ポートタワーの運営状況の管理、指定管理者の財務状況の把握及び直近の評価

結果についてですが、運営状況の管理につきましては、指定管理者から毎月提出される管理業

務の実施状況、施設の利用状況並びに利用料金その他の収入及び管理業務に要する経費の支出

状況に係る事業報告書によりまして、当該年度の事業計画書に記載どおりの管理運営が行われ

ているかを確認しております。 

 また、各年度及び指定管理期間の最終年度に指定管理者選定評価委員会により、管理運営の

評価を行っていただいておりまして、指定管理者の財務状況につきましても、基本協定書に基
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づき提出される財務諸表により把握しております。 

 直近に当たる昨年度の評価結果につきましては、周辺施設と連携した新たな取組等により、

成果指標を達成していることなどが選定評価委員会に評価され、総括評価はＢとなっており、

おおむね良好に管理運営が行われていると認められるとの御意見をいただいております。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 総合政策局長。 

○総合政策局長（峯村政道君） 自動運転、ドローンなどの実証実験についてお答えをいたし

ます。 

 まず、自動運転の今までの経緯と今後の計画についてでございますが、福井県永平寺町での

サービス化や西新宿での実証実験など、全国的な動きは加速しており、本市でも、これまでコ

ースや車両サイズなど、様々な条件下での実証を行うことで、技術力の向上を図ってまいりま

した。 

 現状では、ステアリングや加減速操作など、部分的に運転が自動化されたレベル２での実証

でございますが、現在構築中のデジタルツインを活用し、仮想空間で集積した走行データを現

実空間での走行に反映させるなど、相互に実証を重ねることにより、特定条件下での完全自動

運転であるレベル４の早期実現及び社会実装を目指してまいります。 

 最後に、ドローン宅配構想の進捗と今後の計画についてでございますが、これまで宅配構想

上のフルルート飛行や運行管理システムを用いた２機体飛行などを実施しており、今月末には、

課題の１つとなっているドローン着陸後の個宅までの運搬、いわゆるラストワンマイルの実証

を予定してございます。 

 具体的には、マンション敷地内に設置をいたしますドローンポートまで医薬品をドローンで

配送し、地上配送ロボットとの連携により玄関前まで運ぶことで、発注から受け取りまでを自

宅にいながら完結させるなど、ビジネス化を想定した実証となっております。 

 今後は、有人地帯での補助者なし目視外飛行であるレベル４を全国の都市部に先んじて実現

できるよう、積極的に事業者等との連携を図り、ビジネスモデルの創出や地域経済の活性化を

目指してまいります。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 総務局長。 

○総務局長（大野和広君） 観光政策についてのうち、所管についてお答えします。 

 指定管理者制度についての利点と欠点についてですが、指定管理者制度には、民間の能力を

活用することにより、当該施設の提供する市民サービスの質的、量的な向上に加え、管理経費

の縮減が期待されるといった利点があると考えております。一方、指定管理者が不適切な管理

運営を行うことや財務上の理由等により撤退するリスクがあることも認識しております。 

 本市におきましては、こうしたリスクに対応するため、指定管理者が市が定めた管理運営の

水準を満たし、また、選定時に市に提出した提案書等に基づく指定管理業務を行っていること

を確認するため、モニタリングを行っているほか、当該指定管理者の財務状況について選定評

価委員会で審議の上、選定を行っております。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 須藤博文議員。 

○５番（須藤博文君） それでは、２回目は、要望、意見を述べさせていただき、最後に、ポ
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ートタワーについては２回目の質問をさせていただきたいと思います。 

 第１、フェーズフリー防災についてでございますが、これは、日常時と災害時のフェーズを

取り払うという考えを市民の皆様に広めていただくとともに、千葉市として、今後、施設をつ

くるにしても備品を購入するにしても、このフェーズフリーという概念を念頭に置いていただ

き、安全・安心なまちづくりに注力してくださるようお願い申し上げます。 

 東日本大震災では、マンホールトイレの備品が津波で流されて、マンホールトイレが設営で

きなかった事例、さらには、下水管が破裂して、さらには下水道処理場が被災して、マンホー

ルトイレが使用できなかった事例も想定していただき、このフェーズフリートイレを準備して

おくことは肝要だと思っております。 

 無論、コストがかかることもありますので、費用対効果も検討しつつ、千葉市の施設での積

極導入や民間でフェーズフリートイレ導入したい、設置したいというときに補助金をつけるな

ど、対応をしていただきたいと思います。 

 さらに、第２、マンホール広告とマンホールカードについても、要望を伝えさせていただき

ます。 

 まずは、マンホール広告です。下水道の老朽化により、財政が悪化していくのは明らかでご

ざいます。老朽化するのをただただ待って、それに対応して下水道料金を上げていくだけ。こ

れでは市民の納得は得られません。下水道分野にかかる費用については、単純に下水道料金を

上げるだけではなく、創意工夫をして、下水道分野で稼いでいく、こういった姿勢を忘れてほ

しくありません。 

 マンホール広告事業を行う上で、道路を管理している国土交通省の許可がおりるのか、千葉

市広告物条例の規制をどう乗り越えるのか、そもそも広告主がいるのか、様々な壁はあるかも

しれません。しかし、先行する他都市を参考に、ぜひとも千葉市も第一歩を踏み出していただ

きたいと、そして自治体経営の範を示していただきたいと思います。 

 次に、マンホールカードにつきましては、開府900年という契機に新たなマンホールカード

を出すことを前向きに検討いただけていること、マンホールカードコレクターの一人として喜

ばしい限りでございます。 

 そして、つきましては配布場所についても改めて検討いただきたいです。現在発行されてい

るこの２枚のマンホールカードについては、ＪＲ千葉駅前とＪＲ海浜幕張駅前の観光案内所で

配られていて、マンホールカードをもらったら、そのまま電車に乗って帰ってしまうというこ

とが少なくないように感じています。 

 亥鼻城だったり、稲毛海浜公園、加曽利貝塚、ポートタワーなど、千葉市内には様々な観光

地がありますので、こういったところで配布することを念頭に置いていただき、市内観光を盛

り上げることもできると思いますので、ぜひとも検討いただければと思います。 

 そして、第３、障害者就労施設等からの物品等の調達について意見、要望を伝えさせていた

だきます。 

 これは、何もむやみに障害者施設等から物品を購入してくださいということではありません。

しかし、この98万人を抱える千葉市において、520万円というのは、やや低くないですか。 

 この障害者の方々の賃金が圧倒的に低い現実、障害を抱えた方が自立をしていけるように、

この障害者施設等優先調達推進法が定められたという趣旨がございます。 

 そういった趣旨をしっかりと考えて、市役所全庁を挙げていただいて、周知を進めていただ
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きたい。さらに、民業圧迫とならない程度に、しっかりと売り上げを上げることで、障害者の

方々に千葉市は皆さんを応援しているよというメッセージを届けることになることはもちろん、

千葉市民の方、市内企業の方々に、こういった障害者の方々、障害者の施設ではこういう商品

を、こういうサービスをつくることができるんだということが分かると思います。 

 ぜひとも、こういった障害者の方々がつくっているものを広めるプラットホームになってい

ただければと思います。 

 第４、2024年問題についても、意見、要望を申し上げます。 

 2024年問題については、バス、タクシーなど、こういった公共交通機関については、直接市

民の皆さんの生活に影響があります。だからこそ、十分とは言えないまでも、補助金等の手だ

てがなされています。 

 しかし、物流については、先ほど申し上げていただいた、令和３年度から運転免許取得補助

金の交付、これはわずか16件。これ、３年で16件ですからね。また、マッチングも、３年の累

計で55件、これは少し少な過ぎはしませんか。 

 となれば、このトラックドライバーの働き方が変わって、2024年問題で変わって、上昇した

運搬費、これはどこに行くかといったら、やはり商品やサービスの価格に転嫁されます。とな

れば、市民の生活に大きな影響を与えます。ぜひとも、物流業界に対しても、国任せにせずに、

より一層の補助金や雇用確保に注力していただければと思います。 

 第５、自動運転、ドローンについて、意見、要望を伝えさせていただきます。 

 先ほど来述べた2024年問題、これを解決する手段としても、自動運転、ドローンというのは、

こういった最先端の技術の利用というのは必須となってくると思います。自動運転については、

比較的交通量の少ない地域でのレベル４での実証実験は行われています。しかし、政令指定都

市である千葉市、特に美浜区という人口密集地においての実験というのは、非常に価値のある

ものだと思っています。早期にレベル４での実証実験が行われることを期待しております。 

 ドローン実験についても、一歩一歩、確かに進められていること、承知しました。プライバ

シーの問題、事故のおそれなど、考えなければならない事項は少なくありませんが、物流推進

のためにも、引き続き最先端技術の研究に尽力していただきたいと思います。 

 そして、第６、観光政策についてでございます。 

 地域の方々に寄り添った観光政策の推進に努めていることはよく分かりました。とはいえ、

打瀬地区や若葉地区の住民の方々からは、イベントがあるごとに交通渋滞やごみ散乱、こうい

った苦情の声が聞こえてきます。 

 イベントの主催者が千葉市である場合はもちろんのこと、民間企業が主催するものであって

も、しっかりと情報収集を図っていただき、地域の方々が混乱しないよう配慮をしていただき

たいです。 

 これからベイパークが完成し、多くの方が移り住んできた場合は、交通渋滞など、より一層

の混乱を招くことが考えられます。観光のことだからといって、観光ＭＩＣＥ企画課だけで考

えるのではなく、まちづくりとして局を超えて、千葉市全体でバランスのとれたまちづくりを

していただきたいです。 

 それでは、２回目の質問に移りたいと思います。 

 千葉ポートタワーについて、２回目の質問をさせていただきます。 

 千葉ポートタワーの指定管理者である株式会社塚原緑地研究所は、現在、ふるさと農園の指
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定管理者にもなっております。今議会の議案第152号においても、引き続き管理する指定者と

なるべく、候補者として手を挙げていましたが、別業者、株式会社マイファームさんが指定管

理者として選ばれました。このふるさと農園に手を挙げたのは２者でした。 

 それでは、お聞きします。 

 １つに、千葉ポートタワーの指定管理業に手を挙げた業者は、当該業者以外に何者ありまし

たか。 

 ２つに、昨年５月から今年の９月まで、当該企業、この指定管理者が指定管理をしている栃

木県の道の駅で、賞味期限切れの米粉を使ったアイスクリーム４万5,000点を超えて発売して

いたことが報道されましたが、把握されていますか。 

 ３つに、今年10月、当該企業が指定管理している栃木県の同じ道の駅で、ブランド豚の産地

偽装をして、ブランド豚でない一般の豚を混入して販売していた、こういった問題がありまし

たこと、これも承知していますか。 

 千葉県の船橋県民の森、大多喜県民の森で無料で使わせなければならない施設を有料とし、

2019年４月から2021年５月に計35万円を徴収していた。こういった問題について承知されてお

りましたか。 

 当該企業は、ポートタワーのほか、いのはな亭・昭和の森など、千葉市の観光地の指定管理

者も行っています。その指定管理者指定に当たっては、財政上の課題があるのではと選考委員

が気にしている記述が議事録に複数か所見受けられます。 

 ５つに、公園管理課と観光ＭＩＣＥ企画課で、当該企業における指定管理の適否について議

論、情報共有などはされていますか。 

 ６つに、当該企業が観光政策の一環で、千葉公園賑わいエリアでバーベキュー場を開くとい

う計画がありますが、バーベキュー事業の進捗状況や金融機関から借り受ける予定の融資に当

たり、千葉市が把握していることはありますか。 

 ７つに、千葉地方裁判所において、令和５年（ワ）第1602号の地位確認請求訴訟、当該事件

は、裏帳簿を当該企業が作成しており、そのことを公益通報した原告が解雇され、その解雇無

効を訴えている事件です。公開の法廷で民事事件として係属中ですが、これについては、千葉

市は承知されていますか。 

 最後に、８つ目、令和２年３月、都市建設委員会において、公園緑地事務所の所長等をされ

ていた千葉市職員が当該企業に再就職されているとの話が出ています。当該職員を含め、これ

まで、千葉市職員が当該企業には何名再就職していたと把握されているでしょうか、教えてく

ださい。 

 以上です。 

○議長（石川 弘君） 答弁願います。経済農政局長。 

○経済農政局長（橋本直明君） ２回目の御質問にお答えします。 

 観光政策についてのうち、所管についてお答えします。 

 まず、千葉ポートタワーの指定管理者の応募者数についてですが、現在の指定管理期間にお

ける指定管理者の募集に応募した者は、株式会社塚原緑地研究所の１者のみとなっております。 

 次に、賞味期限切れの米粉を使ったアイスクリームの販売、ブランド豚の産地偽装及び千葉

県の無料施設を有料としていた問題につきましては、関連がありますのであわせてお答えいた

します。 
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 いずれの事案につきましても、承知をしております。 

 次に、当該企業における指定管理の適否について議論、情報共有などを行っているかについ

てですが、市内指定管理施設における指定管理者の情報共有につきましては、必要に応じて行

っております。 

 最後に、係属中の民事裁判を承知しているかについてですが、当該企業が訴えを提起されて

いることは承知しております。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 都市局長。 

○都市局長（藤代真史君） 観光政策についてのうち、所管についてお答えいたします。 

 千葉公園賑わいエリアのバーベキュー事業の進捗と金融機関からの融資の把握についてでご

ざいますが、来春のオープンに向けまして、大和リースグループにおける賑わいエリアの整備

は順調に進んでいるものと認識をいたしております。なお、個別の事業者の融資状況は把握し

てはおりません。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 総務局長。 

○総務局長（大野和広君） 観光政策についてのうち、所管についてお答えします。 

 本市職員の当該企業への再就職の状況ですが、千葉市職員の退職管理に関する条例の規定に

基づく再就職情報の届け出において、当該職員のほか、直近２年間で当該企業に再就職した者

が２人いることを把握しております。 

 以上でございます。 

○議長（石川 弘君） 須藤博文議員。 

○５番（須藤博文君） ３回目は、意見、要望のみをお伝えさせていただきます。 

 千葉ポートタワーは千葉市の施設です。千葉市の施設でもし何かあれば、千葉市が責任を問

われることになります。当該企業は、賞味期限切れや産地偽装、利用料金不正徴収、そして今

回の民事訴訟では、違法解雇、不正経理を問われています。 

 ぜひとも、いま一度、このポートタワーをはじめ、指定管理業者の財務状況や管理状況を厳

しく監督していただくことを強く強く要望いたします。 

 また、当該企業に市職員のＯＢ、特に公園緑地事務所の所長経験者の方が再就職しているこ

と、直近２年で、さらに別の２名の職員ＯＢの方が再就職をしていることを考えると、これは

天下りではないかとの批判も免れないと思います。再就職情報の届け出を義務づけている趣旨

をいま一度考えていただき、指定管理者選出の過程にも疑いの目が向けられてしまわないよう

注意していただきたいというふうに思います。 

 そして、何よりも、今回私が訴えたいのは、この指定管理者制度がスタートして20年がたち

ました。この指定管理者制度の欠点として、先ほど挙げていただいた、当局にお答えいただい

ていた不適切な管理運営を行ったり、財務上の理由で撤退することに加え、数年で運営主体が

変わること、こういったことで政策、特に観光政策等の方向性がぶれるということもあると思

います。 

 今、地方自治体の中では、この指定管理者制度から脱却して、直営で施設運営しようという

ふうな流れも見えています。ポートタワー、今回も手を挙げたのは１者だけだったということ

もあります。現在は、どこの指定管理になっても、なかなか手が挙がらないのが現状です。ぜ
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ひとも、この民間業者に負担を強いる形での指定管理ではなく、新たな形での官民連携を探っ

ていただきたいと思います。 

 観光というのは、光を観ると書きます。千葉市のすばらしいところ、つまりこの光を多くの

人々に見ていただけるよう、指定管理者にお任せにするのではなくて、ぜひとも、この千葉ポ

ートタワー、交通アクセス悪い、土、日、祝日、毎日１本ずつしかバスが来ない。こういった

ところを改善していただき、来訪者もどんどん今はうなぎ登りに戻ってきているところもあり

ます。ぜひとも訪問者20万人を目指して、千葉市が主導となって、観光産業、ポートタワー等

も盛り上げていただきたいです。 

 地域の市民、企業、執行部をはじめ、市職員の方々とともに、この千葉市に住んでよかった、

千葉市を訪れてよかったと思っていただけるよう、強く優しいまちをつくっていくべく、私も

尽力いたしますので、どうぞ御検討を重ねていただければと思います。 

 以上で、私の一般質問を終わります。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 須藤博文議員の一般質問を終わります。 

 一般質問を続けます。４番・岳田雄亮議員。 

〔４番・岳田雄亮君 登壇、拍手〕 

○４番（岳田雄亮君） 若葉区選出、自由民主党千葉市議会議員団の岳田雄亮です。本年６月

の第２回定例会、９月の第３回定例会に引き続き、今回の12月の第４回定例会でも一般質問を

行わせていただきます。今回も貴重な一般質問の機会をいただきました自民党会派の先輩、同

僚議員に感謝を申し上げます。 

 また、本日も地元若葉区をはじめとした、こんなにも多くの皆様に傍聴に来ていただきまし

たこと、心より感謝を申し上げます。また、この質問を行うに当たり、当局に御協力いただき

ましたことも感謝いたします。 

 現在、自民党政権が様々な角度から御批判をいただいていることを真摯に受けとめておりま

す。今、政治家に求められていることは、市民の声にしっかりと耳を傾けて、政策課題に結果

を出し、皆様とともに政治を前に進めることで、政治への信頼回復に努めることです。 

 また、我々若手議員が先輩議員から御指導をいただきながら地方で頑張っている姿を示すこ

とで、地方議員の存在意義を市民に理解してもらうことは重要であり、１回１回の一般質問を

しっかり行っていきたいと、そんな思いで、今回も一生懸命に一般質問に挑んできたいと思い

ます。 

 それでは、通告に従い質問に入らせていただきます。 

 まず初めに、女性のためのつながりサポート事業について質問をさせていただきます。 

 岸田首相は、本年１月の施政方針演説で、老若男女、障害のある方もない方も全ての人が生

きがいを感じられる多様性が尊重される社会。意欲のある全ての方が置かれている環境に関わ

らず、十全に力を発揮できる社会。そうした包摂的な経済社会をつくるため、これから、特に、

女性、若者、地方の力を引き出していくための政策に力を入れていくと宣言されました。 

 この演説の中で、女性は出産を契機に女性が非正規雇用化する、いわゆるＬ字カーブの解消、

そして男女間の賃金格差の是正が課題であること、そして、孤独・孤立対策にも本格的に取り

組むとしており、配偶者による暴力防止の取組の強化と合わせ、岸田政権の主要政策の１つと

して、女性に関する施策が強力に推進されています。 

 様々な課題を抱える女性を取りまく環境は、低賃金に起因する生活困窮や女性を苦しめる性
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暴力・性犯罪被害、さらに家庭関係の破綻など、複雑化、多様化、複合化しています。特に令

和２年から感染が広がった新型コロナウイルス感染症による経済活動の停滞などの影響により、

女性の非正規雇用労働者の減少や自殺者数の増加など、女性への深刻な影響が顕在化しました。 

 また、来年４月には、女性支援新法と言われる、困難な問題を抱える女性への支援に関する

法律が施行予定であり、これまで困難な問題を抱える女性への支援は、売春をなすおそれのあ

る女子の保護更生を目的とする売春防止法を根拠としていましたが、本法律では、様々な事情

により、日常生活または社会生活を円滑に営む上で困難を抱える女性を支援の対象としており、

女性への支援強化が喫緊の課題となっております。 

 そこで伺います。 

 このような中で、本市では、令和３年度から女性のためのつながりサポート事業を実施して

いますが、どのような経緯で本事業を開始したのか、伺います。 

 ２回目からは、質問席にて行います。どうぞ、よろしくお願いいたします。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 答弁願います。市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 令和３年３月、国の地域女性活躍推進交付金に、孤独、孤立で不

安を抱えた女性が社会との絆やつながりを回復することができるよう、つながりサポート型の

支援が追加されました。 

 このメニューは、ＮＰＯ等の知見を活用した相談支援などを充実させるもので、本市では、

同年８月から、本交付金を活用して社会的に孤立している女性に寄り添うために、相談事業や

居場所の提供、アウトリーチ型支援等を実施しているところでございます。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） 要するに、社会的に孤立している女性に寄り添うために、相談できる

居場所つくっていて、そのためにはアウトリーチ、いわゆる手を差し伸べる情報を与えること

を行っているわけですね。 

 先ほどの答弁に、社会的に孤立している女性とありましたが、市では、社会的に孤立してい

る女性が生まれる背景をどのように認識しているのか、伺います。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 女性は、結婚や出産を契機に仕事をやめる人は減少した一方で、

非正規雇用は増加するとともに、また、両親や家族との折り合いが悪いなど、家族関係の不和

により、家庭内での居づらさや居場所がないと感じている方が増えている傾向にありました。 

 そこに新型コロナウイルス感染症の拡大が重なり、女性の非正規雇用労働者の解雇や緊急事

態宣言下における地域社会との交流の減少、また、リモートワークの普及による家族とともに

過ごす時間の増加で、一層顕著になった居づらさなど、主に精神的な面で孤立を深めているこ

とが背景にあるものと認識しております。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） 私も時代の変化が背景にあると思います。孤独、孤立で不安を抱える

女性を支援するためには、幅広い知識と経験を有し、行政を含む様々な機関などと連携してい

る団体でなければ、その実施は難しいと考えますが、どのような団体に委託しているのか、伺

います。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 本事業の委託先は、毎年度プロポーザル方式で事業者を選定して
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おります。参加事業者は、令和３年度は２者、昨年度と今年度は１者となっており、審査の結

果、事業開始時から一般社団法人マザーズコンフォートへ委託しております。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） プロポーザル方式、いわゆる入札ということでしょう。ここ２年は、

参加事業者がマザーズコンフォート１者であり、女性への支援を担う貴重な団体であると考え

ております。 

 マザーズコンフォートには、悩みや不安を抱える女性から、様々な相談が寄せられていると

聞いておりますが、これまでの相談件数やその状況と理由、相談の多い項目にはどのようなも

のがあるか、伺います。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 相談件数につきましては、令和３年度は、８か月間で1,145件、

４年度は、2,075件、今年度は、10月末現在で1,880件となっており、年々増加している状況に

あります。 

 増加の理由といたしましては、本事業の相談窓口が認知され、新規の相談が増えたことに加

え、対応が難しく相談が複数回に及ぶものが増えている傾向にあることが考えられます。 

 また、内容につきましては、家族問題や育児、妊娠、生活困窮に関する相談が多く寄せられ

ております。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） 私が直接聞き取りをしたところ、今の御答弁に補足し、例を２例挙げ

させてくだい。 

 １つ目が、望まない妊娠から生活困窮となり、妊娠中に住んでいる家を強制退去させられ、

ステップハウスという見守り支援のある施設を利用し、生活保護を申請。その間に助産師とマ

ザーズコンフォートのスタッフと一緒に定期訪問をし、産後支援も継続、現在アパートに住む

ことができ、継続支援中。 

 もう１つが、同じく望まない妊娠。パートナーより追い出しがあり、ステップハウス利用。

生活保護を申請し、同じく助産師と定期訪問。転居支援などを行う。 

 この２ケースは、親族は頼れず、親からの虐待を受けて、10代で家出をしている女性たちで

す。これ以外で、11月に入り、望まない妊娠のケースが６ケースあり、その全てが19歳、20歳、

生活困窮で未婚、パートナーがいても無職のため困窮している。１か月で、このようなケース

の相談数を受けたのは初めてのようです。どれも女性は被虐女性であり、望まない妊娠ケース

が増えてきています。 

 相談件数が年々増加していることからも分かるように、本事業は、孤独、孤立で不安を抱え

る女性への支援において、重要な役割を担っていると考えます。 

 そこで伺います。 

 マザーズコンフォートへの今年度の委託金額、また、今後、本事業を拡充する考えがあるか、

伺います。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 本事業の今年度のマザーズコンフォートへの委託金額は1,200万

円で、女性のためのつながりサポート事業では、このほか、女性専門家による相談や生理用品

の配布も実施しており、国の地域女性活躍推進交付金におけるつながりサポート型支援の上限
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額を活用しております。 

 今後は、必要に応じてその配分を変更するなど、孤独、孤立で不安を抱える女性に必要とな

る支援を検討してまいります。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） ここからは、来年４月に施行されます女性支援新法について伺います。 

まず、この法律の概要について教えてください。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 新たに施行される困難な問題を抱える女性への支援に関する法律

では、女性の福祉の増進を目的とし、関係機関や民間団体の協働により、多様な支援を早期か

ら切れ目なく包括的に実施することを規定しております。 

 そこで、地方公共団体には、関係機関や民間団体と協働して、アウトリーチや居場所の提供、

相談支援など、女性が安心でき、自立して暮らせる社会を実現する施策を実施することが求め

られているものと認識しております。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） また、女性支援新法に関する事業の市の取組の動向について教えてく

ださい。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 困難な問題を抱える女性を支援する際には、福祉、保健医療、労

働、住まい、教育など、関連する幅広い施策を活用することが求められております。 

 今後は、これまで本市が実施している婦人保護事業や女性のためのつながりサポート事業な

どの取組を基本としつつ、本年３月に国が定めた基本的な方針や県における基本計画の策定等

の動向を注視しながら、関係機関や民間団体と協働した取組の方向性について検討してまいり

ます。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） 御答弁ありがとうございます。女性支援新法ができて、来年４月から

スタートし、千葉市としても、これまで以上に困難な問題を抱える女性への支援を行っていく

と思いますが、これだけ困っている女性がいるということは、今回の私の質問で理解してもら

えたと思います。それは文明の発展のせいなのか、情報量が多く、様々な誘惑があるからなの

か。どのような理由にしても、時代は変わっていて、その時代に合わせて支援をしていく必要

があると思います。 

 最後に、ぐるぐるカーというものを御存じでしょうか。 

 同じく、この女性のためのつながりサポート事業を委託しているマザーズコンフォートの活

動の１つと伺いました。 

 本日の質問でずっとやってきましたが、虐待やそれぞれの事情で家に居場所がない少女を孤

立や性被害、自殺などから守るための活動です。女の子に無料で食材、生理用品を配布し、つ

ながりをつくり、ＳＯＳの発信ができるきっかけづくりになっています。 

 悩みを抱えている孤立したＳＯＳの出し方が分からない女の子が行き着く先は、短時間で高

給が得られる本人が望まない危険を伴う仕事についたり、パパ活などを行い、性病や妊娠のリ

スクを抱えます。その稼いだお金はホストにつぎ込み、彼女たちにとっては、好都合かつ楽し

い生活と感じ、先の見えない日々という悪循環に陥ります。ここまで来てしまうと、寄り添お
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うとしても引き戻すのが難しく、抜け出せなくなる前に、そんな女の子たちにこちらから手を

差し伸べ、必要な支援につなげなければいけません。 

 このぐるぐるカーの活動は、まさに女性のためのつながりサポート事業のアウトリーチを担

っていると考えます。 

 アウトリーチ、手を差し伸べるという意味でも、このぐるぐるカーの活動を女性のためのつ

ながりサポート事業に加え、より多くの悩みを抱えている、また、これから抱えるかもしれな

い女性につながる相談できる場所を提供すべきです。 

 また、現在、この女性のためのつながりサポート事業は、利用者が増え、なおかつ、一度利

用した方の継続サポートもあったり、対応するスタッフや場所が圧倒的に足りていません。 

 女性が活躍していくこれからの時代に若年層の女性を孤立から守り、困難な問題に対して行

政が積極的に手を差し伸べていく必要があると考えます。 

 このことから、市においても、困難を抱える女性の現状把握に努めるとともに、現在実施し

ている女性のためのつながりサポート事業に対して、市独自の支援を要望します。 

 千葉市議会も女性議員が活躍していますし、執行部をはじめとした女性の千葉市の職員の皆

様もこうして活躍しています。未来の皆さんのようになれるよう、将来の希望を１人でも１つ

でも潰してはいけません。全ての女性が輝ける、活躍できる千葉市であることを望みます。 

 次の質問に移ります。 

 上水道についてお伺いいたします。 

 清浄な水が安定して供給される上水道は、生活に欠かせない重要なインフラであり、いつで

もどこでも水をおいしく飲める状況が望ましい姿でありますが、市営水道の給水区域である若

葉区東部の一部地域では、水道管が未整備のため、井戸水を使用して生活している地域があり

ます。 

 私は、住民の生活環境と利便性の向上の観点から、この若葉区東部の発展は重要な課題と考

えており、本年第２回定例会の一般質問において、若葉区にはまだ新たな居住者を受け入れる

環境とそのために取り組める施策があるとの考えを示しました。 

 その１つが、モノレールを含めた若葉区の交通利便性向上で、現在の若葉区の公共交通は、

市民にとっても関心が高く、公共交通の利便性向上を図ることは地域の暮らしやすさや住みや

すさに直結する問題であると考えています。 

 モノレールを生かし、千城台から大宮台方面、さらに県庁前に延伸し周回させることで、沿

線地域の利便性向上を要望いたしました。 

 もう１つが、令和８年度から再稼働する北谷津新清掃工場と地域活性化についてです。 

 工場再設置を契機に若葉区の活性化の１つの拠点として、煙突がシンボルタワーになれるよ

うに北谷津を魅力ある地域としていただき、周辺地域にも波及させていただくことを要望しま

した。 

 そして、今回は、その２つに加えたもう１つの施策が水道の整備促進であると考えます。 

 水道管が整備され、清浄な水道水を誰もが使用できることで、地域はより住みやすくなり、

住民が愛情を持って長期的に住み続けたいという意欲を高めることになります。また、新たな

居住者を受け入れる要因ともなり、地域の持続可能な発展にもつながっていくものと考えます。 

 そこで、水道の整備方針について質問いたします。 

 本市水道局の給水区域と、その区域内人口についてお尋ねいたします。 
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○議長（石川 弘君） 水道局長。 

○水道局長（橋本欣哉君） 市内の水道は、千葉市水道局、千葉県企業局及び四街道市上下水

道部により給水を行っており、千葉市水道局の給水区域は、若葉区の一部と緑区の一部であり、

面積にして市域の約30％となっております。また、給水区域内の人口は、令和４年度末で約５

万4,000人と、本市総人口の約５％となっております。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） 水道局における水道の普及状況についてお尋ねいたします。 

○議長（石川 弘君） 水道局長。 

○水道局長（橋本欣哉君） 給水区域内人口に対する給水人口の割合を示す普及率は、令和４

年度末おいて83.5％となっております。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） 若葉区で、具体的に水道が未普及の地域はどこか、お尋ねいたします。 

○議長（石川 弘君） 水道局長。 

○水道局長（橋本欣哉君） 千葉市水道局の未普及地域は、小間子町、富田町、中野町、和泉

町、古泉町、佐和町となっております。また、それ以外にも、一部未普及の地域が存在します。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） 皆さん、左の画面を御覧ください。 

 この地図はですね、緑区も含まれていますが、この緑色の地域が県水、青色の地域が市水に

なっています。今御答弁いただいた小間子、富田、中野、和泉、古泉、佐和というのは、上水

道のいわゆる本管さえも届いていない地域です。一部未普及の地域が存在するという答弁から

すると、この緑色の県水の大宮町、大草町、金親町を加え、青色の市水の地域では、家屋が密

集している地域やそこに浄水場から水を送る道路には水道管が通っていても、そこから家の前

面までは通っていない家が多くあります。水道普及率が83.5％ということでしたので、残りの

16.5％の住民が井戸水を使用しているのではないかと考えられます。 

 これらの水道が未普及の地域に対し、どのように整備を行っているのか、お尋ねいたします。 

○議長（石川 弘君） 水道局長。 

○水道局長（橋本欣哉君） 給水要望のある地域に対し、町内自治会から状況の聞き取りを行

うとともに、水道使用までの流れやおおむねの御負担などを丁寧に説明し、整備を行っており

ます。今後も、市民に安全・安心な水を安定的に提供するため、給水要望に丁寧に対応しなが

ら、水道の普及に努めてまいります。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） ありがとうございます。上水道が未整備の地域に対する整備方針は理

解いたしました。 

 未給水区域の方からは、できれば水道を引きたいが、費用がかかるので諦めているとの声を

聞きます。上水道については、希望する市民が少ない負担で利用できることが望ましいと考え

ています。 

 そこでお伺いいたします。 

 未給水区域のうち、上水道布設に対する支援はどうなっているのか、お尋ねいたします。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 県または本市の水道局が行う上水道配水管布設工事につきまして
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は、既設の水道本管からの布設の距離が１戸当たり20メートルまでは全額水道局が負担し、20

メートルを超える場合には、利用者がその費用の２分の１を負担することとなっております。

この利用者の負担を軽減するため、工事に係る費用の３分の１または20万円のいずれか低い金

額を上水道配水管布設事業補助金として補助しているところでございます。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） 上水道布設に対する補助制度があることはよく分かりました。しかし、

支援内容が利用しやすく十分なものでなければ、活用は進まないと考えます。 

 そこで伺います。 

 本市の補助制度による補助内容は、県内他市と比較してどのような状況なのか、お聞かせく

ださい。 

○議長（石川 弘君） 市民局長。 

○市民局長（那須一恵君） 世帯単位で御利用いただけるといった使い勝手や補助金額などで、

県内他市と比較いたしましても、十分で使いやすい制度となっているものと考えております。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） 個人負担には、これ以外にも、住宅に引き込む際の負担もあると聞い

ています。 

 そこでお聞きします。 

 水道本管から住宅に引き込む水道管に係る個人負担はどれくらいか、伺います。 

○議長（石川 弘君） 水道局長。 

○水道局長（橋本欣哉君） 個人負担としては、水道の給水申し込みの際に水道局に納付する

給水申し込み納付金と手数料があり、一般的な家庭で最も申し込みが多い口径20ミリメートル

のメーターを設置する場合、合わせて約30万円となります。また、これとは別に、道路に埋設

されている水道本管から各家庭に水道を引き込む給水装置は、給水申込者の所有となることか

ら、工事費は申込者の負担となります。 

 なお、給水装置に要する工事費は、水道本管の口径、道路の幅員、道路から家屋までの距離

などの条件により変わりますが、実際に施工している指定給水装置工事事業者によりますと、

１か所当たり40万円から70万円と聞いております。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） 要は、目の前まで水道本管が来ていても、約100万円ぐらいかかると

いうことなんですね。一方、上水道を引きたくても引けない区域の住民の皆様は井戸水に頼ら

ざるを得ない生活を送っています。 

 井戸は、停電時には利用できなくなること、定期的な水質検査を行う必要があることなど、

利用者負担が生じることもありますが、未給水区域の住民にとっては、必要不可欠な設備です。 

 井戸水の水質については、地元の方々から様々な声が寄せられ、中でも定期的な水質検査で

飲用に適さない井戸も出ているとの話を聞いております。 

 飲用に適さない井戸水の水質を改善するためには、浄水器を取りつけ、井戸水を浄化する必

要がありますが、浄水器設置には、金銭的負担を伴います。 

 そこで、井戸水を浄化する浄水器には、どのようなものがあるのか、また、設置費用の補助

制度などはあるのか、お尋ねいたします。 

○議長（石川 弘君） 環境局長。 
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○環境局長（宮本寿正君） 浄水器には、活性炭方式や逆浸透膜方式などがございます。本市

では浄化能力の高い逆浸透膜方式の浄水器を補助対象としており、上水道が住居近くまで布設

されていないこと、井戸水の使用目的が主として家庭用であることなどの条件を満たした場合

に、当該浄水器の購入と設置費用について、補助率９割、上限を18万円として補助を行ってお

ります。 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員。 

○４番（岳田雄亮君） 御答弁ありがとうございます。浄水器には複数の方式があり、本市で

は、浄化能力の高い浄水器に対する設置補助制度があることが分かりました。 

 しかしながら、井戸水は地下水に依存しているため、水量も水質も常に一定とは限りません。

安心・安全な水を飲めるように、全世帯に上水道を使用していただくことが最大の目的であり、

課題だと思います。今の補助制度も確かに行っていただいていると思います。水道の給水装置

が個人の財産だということも理解できます。しかし、全ての市民が上水道を利用できるように

すべきではないでしょうか。 

 また、この若葉区東部の発展のことを考え、新しい住民を受け入れることを考えると、上水

道がないところに引っ越してきたいと思いますか。場合によっては、水道を通すのに1,000万

円かかるケースもあると伺いました。千葉市の上水道布設に対する補助制度は、県内他市と比

較しても十分で使いやすいとの答弁をいただきましたが、県内唯一の政令指定都市として、さ

らなる補助制度の拡充を検討していただくなど、個人負担が少なく上水道がひけるような環境

を整備し、未給水地域の解消に取り組むことを要望いたします。 

 最後に、若葉区の発展なくしては千葉市の発展はないとお伝えして、私の一般質問を終わり

ます。ありがとうございました。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 岳田雄亮議員の一般質問を終わります。 

 以上で、本日の日程は終了いたしました。 

 明日は、午後１時から会議を開きます。 

 本日は、これをもって散会といたします。御苦労さまでした。 

午 後 ４ 時 23 分 散 会 

────────────────────────── 

 



暫 定 版 ※確定版の会議録ではありません。今後修正される可能性がありますので、御注意ください。 

令和５年第４回定例会会議録第５号（12月11日） 

－74－ 

 

 

 

 

 

 

 

 

地方自治法第123条第２項の規定により署名する。 

 

 

 

 

千 葉 市 議 会 議 長    石 川   弘 

 

 

 

 

千 葉 市 議 会 議 員    黒 澤 和 泉 

 

 

 

 

千 葉 市 議 会 議 員    野 島 友 介 


